凡例

【表紙】（Ｃ‐15‐１）のごとき行は、実物にはありませんが、探しやすくするために加えてあります。

【表紙】（Ｃ‐15‐１）

永日記
要用之分細字ニ可記候
【三河三水三弘法】（Ｃ‐15‐１）
三川三水

一遣水
宝飯郡大木村西禅寺内ニ有

一今水
八名郡八十居村吉祥山之半腹ニ有

一シタラ郡稲木村

  吉水有リ

一見カヘリ大師
碧海郡鴫原村ニアリ

一同郡壱里山村ニ弘法大師キムラムノ切レノ如来アリ
一同
泉田村ニ大師吉跡アリ

  右三河三弘法ト云

【八社大権現】（Ｃ‐15‐２）

享保九甲辰年九月吉辰

（バン）奉造建当山鎮守八社大権現社頭一宇功畢所


陀羅尼山財賀寺現住如海造営之

裏ニ
当邑工匠白井奥右衛門種幸




牛久保葺工稲石忠左衛門征光

【八所大権現】（Ｃ‐15‐３）

ン願我見諸仏
世々恒聞深妙典

（キリク）奉遷宮八所大権現一宇倍増威光所


恒脩不退菩薩行
疾証無上大菩提


寛保元辛酉年
衆僧
福泉坊隆海





昶精宝関房
昶応本教房

裏ニ（ボロン）遷宮導師現住昶観敬白


九月吉祥日

昶誉亮深房
大工当村
奥右衛門




客僧
後盛義海房
屋根ヤ
牛久保
左五右衛門









伊久右衛門

【八所大権現】（Ｃ‐15‐４）

ン願我見諸仏
世々恒聞深妙典

（キリク）奉遷宮八所大権現倍増威光祈所


恒脩不退菩薩行
疾証無上大菩提


宝暦三癸酉四月吉日法印上人昶如
衆僧隆海　昶融
大工当村奥右衛門






　　昶純
蓋匠牛久保久右衛門









勝右衛門

裏ニ（ボロン）上葺


明和四丁亥十一月吉日新作大板葺



法印昶如
衆
昶叡　昶厳
大工　奥右衛門






昶覚　客僧恵光
木挽　牛久保吉次良








大工手伝共

【八所大権現】（Ｃ‐15‐５）

ン願我見諸仏
世々恒聞深妙典

（キリク）奉遷宮八所大権現倍増威光祈所


恒修不退菩薩行
疾証無上大菩提


寛政五癸丑六月吉日
現住法印昶慶
衆僧
等慧　昶運　昶荘

裏ニ（ボロン）上葺社頭修覆




大工
市田邑　寺部弥兵衛





本野邑　清次郎

【鰐口銘】（Ｃ‐15‐６）
当山

○本堂鰐口
慶長十九年甲寅極月十八日


寄進大工金屋越後守同文七



門屋四良太夫同内匠

【鐘銘】（Ｃ‐15‐７）
○鐘
天和元年
【八所大権現】（Ｃ‐15‐８）

ン願我見諸仏
世々恒聞深妙典

（キリク）奉遷宮八所大権現倍増威光祈攸


恒修不退菩薩行
疾証無上大菩提


文化十一甲戌六月吉日
現住法印
昶厳

裏ニ（ボロン）上葺


衆僧
明慶

昶誓




坂津寺弟師
客僧
義昭



大工　萩平邑平井冨平弟子






同村
三吉






嵩山邑
久六

【八所大権現】（Ｃ‐15‐９）
表ニ


ン願我見諸仏
世々恒聞深妙典
文政九丙戌年九月吉祥日

（キリク）奉再建立八所大権現拝殿一宇倍増威光祈所


恒修不退菩薩行
疾証無上大菩提
文　陀羅尼山財賀寺現住義英敬白

裏ニ







大工当国大木村

　　中村萬吉


　　願以此功徳
禰宜
当所　白井平治郎
同弟子
順吉

（ボロン）普及於一切（）



　
茂作


　　我等與衆生

世話人同小泉佐治右衛門

源蔵


　　皆共成仏道





市作


　　


同　　

木挽当国御馬村





細井孫左衛門

波多野久治郎







同　当所








白井王右衛門

【本堂再建用木ノ為苗木植込寄附】（Ｃ‐15‐10）
寛政八年辰十二月当国宝飯郡為当村坂蔵当山林之内凡拾八町余谷々本堂再建用木ノ為檜槻楠苗木植込寄附ニ相成候願□左之通

奉願上一札之事

一私儀財賀村出生之者ニ御座候得ハ大悲之御加護ニ而是迠無難渡世仕候段厚難有仕合セ奉存候依之若年之頃ヨリ何卒御本堂御再建之節御用木ニ相成候様御山之内江檜槻楠植上置度必願ニ罷在候追々及老年候故不得止事此度御願申上候處早速御承知被下成念願相叶満悦仕候然ハ末々御本堂御用木之外御用被下間敷候様御時代々御奥印被成下候様奉願候謹言



当国為当村願主
坂蔵
寛政八年辰十二月
    同倅
長三郎



    同村親類
四郎左衛門




    財賀村親類
吉左衛門




    同村庄屋
左次右衛門




    同村与頭
作之右衛門




    同村百姓代
平次郎

財賀寺様

【本堂修造用意外に使わぬ事】（Ｃ‐15‐10）
当寺陀羅尼山本堂後代為再建修造被令植槻檜楠事誠ニ厚志之至大慈大悲尊哀愍納受加護深重ニ而可□□満求願追々植木長生用木頃之時節後々代々相替候共本堂修造用材木之外猥ニ伐採自他用ニ一切遣申間敷候并植木山林之場所へ以板札掟書建置候得者猶更堅実之事ニ候右為後証奥印請答如件



陀羅尼山財賀寺  現住昶慶

寛政八丙辰年臘月日
【已下昶観記録】（Ｃ‐15‐11）

覚  已下昶観記録

一日言師  八月廿八日幸八御迎申来木綿布御土産

一松林和助ヨリ来状八月十一日出状同廿八日吉田ヨリ相届金百疋茶湯料来候

  来ル九月十日雄山良照十三回忌ニ付右回向可申候事

一和助方ヘ之返書同廿八日相認而九月一日ニ吉田迠出之候
  大坂届ニ頼遣候

一野峯寿門主ヨリ横物二幅来ル御直書面ニ而給リ候則八月上旬於吉田右御返書相認指登申候
一頼春不幸ニ付御悔状も一緒指上申候

一江戸東円寺義内願之義も御門主ヨリ被仰下□円普門寺相談之上御返答書相認指出し候
一秘経全部船阜ヨリ恩借候

一妙典カナ付一部箱入八月廿八日 同断 其後返却

一八月廿八日雲峯老師幸八御迎来ル木綿一端給并家来共ヘ銘々土産被下候九月十二日ニ市郎平御迎ニ来リ可致帰山候市郎平酒一樽持来ル
一浜名大福寺 扇子三本入 大風呂敷一ツ 状指壱ツ
  田原□□ず 松本寺九月八日来ル 二本入扇子小風呂敷一ツ

  雨之滞留同十一日ニ帰寺被申候
一八月二日二川彦□郎入来留守日帰リ 金百疋酒一樽西瓜壱つ持参


元文五庚申年

一正月五日高野山御門主ヘ状上ル年賀金弐百疋献上

  □□院ヘも状遣し候八日頃吉田林氏迠頼遣し候

一今春無量寿院江戸御下向二月廿日京都迠飛脚上セ飛脚者於伏見七日程滞留掛御目御返事来ル今般当寺ヘ御立寄御止宿之趣被仰下候飛脚同晦日夜帰着同三月二日ニ御当着上下卅人余吉田林多家ヨリ取持諸道具いつ□ヤヨリ借用手代平三郎利助料理人吉田伝五郎甚太夫□名屋彦十見舞惣左衛門
一善左衛門弥次右衛門子息治左衛門与五郎右之衆中二月廿八日ヨリ来候

一御門主三月五日ニ朝六時御立御駕籠人足六人人馬共吉田迠送之候
一竹内年賀返書五月来ル

一同氏別緒一通来

  当夏大坂蔵屋敷ヘ罷越秋之頃帰リ可申付申来

一和助ヨリ状来ル七月廿四日岩多け京ゆ者一箱到来吉田ヨリ相届申候
【行者了源の吉夢】（Ｃ‐15‐14）
寛保□七月廿九日之夜行者了源吉夢有リ空ニ雲護摩堂之上ニたなひ記其形船後光のことく光の毛やう金入の筋ニ紺志やう入候筋雲□也波のことく相見脇ニ刀のさや斗リ壱つこからのな可尓立て有しさけ緒も黒く見ゆこからの真中尓細キ毛の御立給ふと也
一護摩堂西の方ニ安置寿る處の千手観音古く寿ヽ入有之處此四五日以前仏像洗罷越以御茶奉洗候ヘハ荘厳光耀驚目事ニ候廿七日八日洗了安置仕廿八日朝不動講修仕之砌奉開眼供養仕候折可ら翌日夜右之夢幻のことく奉拝□仏意尓叶候やんと有難々々自身信心弥相増候様ニ書留申候
八月一日


昶観敬白

獻獻
【御代官平岡彦兵衛が石見大森役所ヘ場所替】（Ｃ‐15‐15）
御代官平岡彦兵衛様事

作州久世ヨリ石見大森役所ヘ場所替甲子夏□被仰附候而秋九月上旬悉引越之旨右之内松林和助方ヨリ六月九日出候書状ニ申来候作州久世ヨリハ道則四拾里程も有之大阪ヘ者凡百里も可有之様相聞候右和助方ヘ之返書十月五日日付之状ニ相認大坂用達鈴木町河内屋市兵衛方迠遣候事ニ候賃銭高拂
【ここまで昶観、以下昶如記録】（Ｃ‐15‐15）
以下昶如記録

【昶観逝去について】（Ｃ‐15‐16）
先住昶観師延享弐丑五月廿一日より御煩付医療（宮崎東雲叟 牛久保玄碩老 吉田養庵老）不相叶同廿八日朝五ツ時安祥ニ而御逝去同廿九日晩方赤岩山法言寺梅英法印焼香導師相頼葬送之儀相済同晦日三日目ノ法事相頼執行申候





法言寺
伴僧三人供廻格式ニ而
一五月廿八日早速本寺平等院ヘ遷化之届状指出ス  検校昶遍尊老様江茂御知セ状差上ケ申候尭寿院昶伝師ヘも同事申遣候
一晦日三ケ日目尓惣村之者共ヘ一飯給させ申候

一六月三日赤岩ヘ使僧門谷寺差遣一礼申遣候施物
一導師江金弐百疋│伴僧ヘ百疋│下々江五百文其外送物等品々遣之即日一七ケ日斎料等相送申候  薄衣一白カタビラ布衫ニ相添
一六月三日昶観師拙僧ヘ後住職附属被致置候由飛脚仕立候而高野山平等院ヘ届遣申候尤御寺務并尭寿院へも同封申上候同十七日夜飛脚之者帰着御返簡相届本山表無仔細拙子住持職之義早速相済来候
一六月廿六日重而飛脚を以入院致候訳相届遣申候重而先格通登山可仕趣ニ而
  平等院江  扇子料金弐百疋  廻向料金百疋

  御寺務江  扇子料百疋  御廻向料百疋  差上

  右之御届ケ申上候尭寿院へも同事申遣候両度之飛脚之者吉田林弥次右衛門殿御世話ニて両度共ニ金壱両壱分くらいニて差遣申候
一七月三日三十五日ニ相当リ施餓鬼相営村方之者へ酒呑せ申候別而庄屋組頭両人ハ斎給させ申候
一此辺外向入院披露之義ハ七七日相過候迄ハ延引い多し置本山江斗披露申遣候依之三十五日過候翌日庄屋組頭召寄拙寺後住職相勤申旨申渡候村方中ヘ此趣申付候様ニと申渡させん置候

一同月十日高野□飛脚之者帰リ検校様ヨリ御返簡到来平等院ニ者病気ニ付里江下向候由ニて返書不来後見深啓房ヨリ請取状斗参候

一同月廿一日依吉辰自雲谷格式ニ而移住之儀相済し候良香□宿迠雲谷人足夫迠早朝ニ当村役人共人足召連迎出引可ヘ入院い多し吉田ヨリ林弥次右衛門殿□次郎殿駕ニて御越路次大勢賑々敷引移リ七ツ時過ニ着直ニ本堂参詣夫より先師墓参等相済候入寺祝儀等事終候翌朝弥次右衛門殿逗留中本尊開帳致拝し申候
一雲谷ヨリ蓮蔵坊智観房定八次村方両庄屋送リ来申候而翌日廿二日何も帰る太郎右衛門子市平七助清八等参申候
一八月三日高野山ヘ町便ニて御寺務並ニ尭寿院ヘ状差上雲谷後住職ノ仁相願遣申候

一同月四日入院祝儀之ため村方惣百姓ヘ一飯給させ候一汁五菜酒三献人数八十人者多ら記とも都合百人程有之候村方ヨリ青銅壱貫文ト弐本入一祝儀差上候事先□由ニ候
  別而庄屋組頭ヨリ一樽扇子弐本入同様ニ差上申候

一九月九日昶観師百ケ日ニ相当リ石塔建立之也石や赤坂ニ而奥右衛門世話い多し候□

一九月十六日入院後初而赤坂御代官江罷出進上者五本入桐箱臺ニ而元〆江三本入手代中ヘ弐本入遣申候作左衛門方ヨリ案内有之候而首尾克相済町方問屋庄屋ヘ廻リ申候弐本入斗リ遣ス御油宿役人ヘも同事ニ候
一九月廿日雲谷ヘ越吉田知音中ヘ見廻赤岩ヘ立寄雲谷ヘ行

一同月廿六日浜松ヘ参十月朔日ニ雲谷迄帰ル
一十月九日帰寺

【普門寺後住職を彦春房ヘ】（Ｃ‐15‐17）
一同十二日高野山ヨリ尭寿院彦春房下着此便ニ平等院ヨリ入院届之返簡到来且廻文来ル尭院十四日ニ雲谷ヘ同道十六日ニ普門寺を彦春房ヘ内証引渡し申候十七日ニ高野本寺ヘ届状共相認十九日吉田迄帰ル滞留い多し廿日ニ帰寺廿三日林次左衛門同道ニ而浜名ヘ越廿六日ニ帰ル廿七日次左衛門共正□老帰リ被申候廿八日雲谷隠居様御越廿九日乗物其外雲谷ヘ道具返ス有助参ル十一月二日隠居様御帰リ吉田迄手人ニ而駕送ル雲谷入院届書吉田役所ヘ可出よし認候而雲谷ヘ遣ス
十一月朔日ニ浜まつ斉藤ヨリ状吉田ヨリ届

十一月七日宝乗ヨリ十月廿三日之状吉田ヨリ届尭院ヘ壱通八日ニ御油ニ遣ス同日斉藤氏ヘ返書相認本寺書付写も遣ス江戸清兵衛方ヘ書状も長原殿ヘ頼遣候同日衣ヤ次兵衛帰ル衣代等金壱両百五十文払申候外ニ壱万銭可ふ
同十三日雲谷ヘ本□有助七平遣ス入院賀ニ併扇子金子等為持遣同日在番所ヘ本末等ノ書付吉田ヘ遣シ出ス十四日有助帰寺吉田ヨリ青巌寺ヨリ之御状壱本到来ル宝乗ヨリ雲谷ヘ壱本是迄来ル開封ニ而又法印様ヨリ達書壱本来ル
一普門寺彦春入院披露来ル銀壱枚三本入餅壱荷出家共ヘ弐十疋つヽ家来共ヘ十疋ツヽ

【御朱印のため江戸へ】（Ｃ‐15‐18）

延享三丙寅年正月ヨリ

一正月六日赤坂御役所ヨリ御朱印之触状参ル  公儀ヨリ御書付写相添申候
同月九日御請状御役所ヘ遣ス

一御朱印写大奉書ニ而三通相認上包共ニ同し紙ニて御判之所ヘ者付紙ニて御朱印トいたし上包ニハ付紙ニて何院様御朱印写トい多し下ニハ御本紙之通ニ寺号等かき申候写者御本帋之通墨色墨次等字の居所迄御本帋ニ相違無之様ニ随分叮嚀ニ□納申候手目録も三通認申候外ニ扣有之候在番所ヨリ下書廻文有事ニ候
廻文写別ニアリ
一寅三月朔日発足定而申候此元二月廿八日ニ首途い多し雲谷ヘ参ル廿九日逗留晦日浜□ヘ参ル筈

一二月廿六日赤坂御役所ヘ出府之届ケ門谷寺使僧ヲ遣ス  ○四月下旬帰寺後又御役所ヘ使僧遣ス朔日晩泊リ見附宿酒屋角兵衛方ニて同行浜名大福寺マカヤ寺坂津寺赤岩代僧□三田原松本寺遠州大山寺ウリ冨賀寺栃窪岩間寺気賀兼長末寺

一写之儀江戸ニ而壱通ハ美濃紙ニ而認直ス是ハ寺社奉行ヘ上ル
一江戸発足前ニ村方ヘ歩金申渡ス銭弐〆文上ル庄ヤ組頭ヨリ壱樽ツヽ祝儀ニ上ル

一江戸着後之訳ハ別紙ニ記之

【宗旨証文並鉄炮証文提出のこと】（Ｃ‐15‐19）
一毎年九月中ニ江府在番所ヘ宗旨証文並鉄炮証文認遣ス案文別ニ有之

【宝乗普門寺ヘ入院】（Ｃ‐15‐20）

一四月下旬宝乗普門寺ヘ入院
【朝鮮人来朝ニ付】（Ｃ‐15‐21）

丁卯年六月二日村方ヘ
朝鮮人来朝ニ付吉田宿□ヘ魚鳥野菜等先年ヨリ差出候や否之訳可相尋間吉田宿迠庄ヤ罷出候様ニ□の回状有之候間三日ニ庄ヤ奥衛門印形持参□吉田宿ヘ罷越候間江戸役人旅宿ヘ参候而先年ヨリ何ニ而も簡不差出旨申上口上差出申候

差上申一札之事



財賀寺地行所 財賀村

一高百六十壱石余

右辰年朝鮮人来朝ニ付享保年中来朝之節魚鳥野菜等差出申候訳御座候当村之義財賀寺御朱印高村之義御座候間御尋之品々先年ヨリ差出申候義無御座候右為御断一札差上申候以上
千種清右衛門様御手代高木文次郎様
宝飯郡財賀寺村庄ヤ  奥右衛門印
近藤五郎様御手代朝倉与右衛門様

（この文諸証亀鏡に同様のものアリ）
延享辰年

一朝鮮人来聘記録別ニ写し有

【平等院桜池院ヘ移転】（Ｃ‐15‐22）

一○本寺平等院桜池院ヘ移転ニ付此辺末流申合候上ニ而当寺雲谷同様ニ祝儀状遣シ銀子七匁五分ツヽ扇子料ニ進申候浜名両寺ヨリも其通ニ可被致由聞合候節返事被申儀候
【年号寛延ニ改元】（Ｃ‐15‐23）
一年号寛延ニ改元

【御朱印高地所之書付出ス】（Ｃ‐15‐24）

一九月九日赤坂役所ヨリ触状参候

　御朱印高地所之書付翌日出ス

覚

三州宝飯郡財賀村　財賀寺

一高百六拾壱石餘


右

　御朱印地財賀村壱郷之内ニ而御座候尤村共ニ支配仕候外入会之訳無御座候

　右之通□相違無御座候以上


寛延元年辰九月

――――財賀寺印

天野助次郎殿


使僧門谷寺
御朱印表

○高百六拾壱石六斗○国役高ハ百六拾参石弐斗八升九合

【村方困窮ニ付救金】（Ｃ‐15‐25）
一延享五年春二月下旬村方ヘ救金三両出之是者去年卯暮悪年故殊外困窮ニ付村方ヨリ願出候故右通ニ候右金年賦ニい多し遣申候拝借ニ而候
一卯ノ暮赤坂御役所ヘ添状遣シ金三両村方ヘ拝借致申候尤利足壱割五分也願込連故金無之漸三両借り申候

一同暮此方ヨリも拝借金弐両遣申候是も村方源四郎ヘ申付所々働候而漸弐両借リ出候利足壱割八分ニ候他借申候村方ヘハ壱割五分ニ而遣申候取立其通ニ申付候
【赤坂御役所にて御朱印頂戴之儀】（Ｃ‐15‐26）

寛延元年与改元有ル

一十月十七日赤坂御役所ヨリ触状到来　御朱印頂戴之儀当月廿三日於赤坂御役所御渡可被下趣申来庄屋組頭印形入申由庄屋壱人召連組頭印形も持参申付候即廿三日格式ニ而上下僧侶十七人　伴僧三人　智観　本老　門谷寺

　
　侍弐人　丈八　ウノヤ権次郎

庄屋奥右衛門　駕四人挟箱三荷弁当草リ立傘合羽
明ケ七ツ時ニ罷出赤坂宿ヘ六半時ニ罷越候宿作左衛門源太郎方ヘ落付支度等い多し到着之届宿主与庄屋両人罷越御役所ヘ相連申候当日ニ当国之内近所寺社廿七ケ所ヘ
御朱印相渡リ申候尤先帳払之事ニ候当寺ハ十七番くらいニ頂戴相済申候印形入申候相済候後宿元ヘ罷帰リ新御朱印之写壱通相調又庄屋と宿主与役所ヘ持参申候而相済其上自分ニ又被書今日者御朱印頂戴首尾克相済難有仕合奉存候右為御礼参上仕候与申述手札差出不残相済帰寺申候寺内掃除い多し置候事ニ候罷帰召連候村之者共ヘ祝儀ニ飯食申候扨御役所ヘ御礼ニ罷出候節餘所之寺院方ニ者大方礼物差上申候式ハ金子又ハ品ニ而上ケ候方も在之も拙寺義ハ只空手ニ而御礼申帰候其の後四五日過候而以使僧饅頭八文ツヽ壱折数百台ニのせ右之礼詞等申入候

元〆江ハ八文まんちう一折遣当寺旦那辰右衛門ヘ同様ニ遣申候町方宿ヘ銭五百文庄屋ヘ酒三升其外取持候所ヘ礼詞申遣申候
【平等院融存集議昇進祝儀】（Ｃ‐15‐27）

寛延三午年

一○春高野山本寺平等院融存集議昇進桜池院ニ付之由ニ候祝儀物之義同門中申合銀七匁五分手前ヨリ書中ニ遣申候普門寺浜名両寺も其通ニ候
【平等院在番ニ下向ニ付御油宿御止宿】（Ｃ‐15‐28）
一○同二月江府在番ニ下向ニ付是又同門中申合出銀等過不及ニ無之様出し申候今度ハ末寺方ヘも使僧ニ而も回リ不申候此□ハ鳳来寺日輪院隠居本具闍梨野山登峯ニ而平院ヘ内意被申入末寺殊外困窮ニ候得御使僧等之義もか多く御無用ニ被成可然与達而被相留候故ニ候二月五日御油宿御止宿本陣鈴木善十郎ニ而候此方ヨリ壱緒ニ罷出候寺院者
浜名　大福寺　竜光上人


雲谷　普門寺　義什上人

　摩カヤ寺代諦聴房　住持慈善上人
赤岩　法言寺　梅英上人

ウ利　冨賀寺



財賀　昶如上人

宇利冨賀寺――金百疋被指出候其外五ケ寺者金弐百疋ツヽ出し申候

平等院役僧了海房後見深啓房両僧ヘ右六ケ寺ヨリ金三百疋□若党壱人ヘ金壱分遣申候尤六ケ寺合

本寺ヨリ土産物　御札一数珠一金中啓一大風呂敷二　五ケ寺ヘ同様ニ
冨賀寺ヘ者金中啓無し代ニ墨弐挺ニ而候

扨手前ヨリ罷出御油宿ニ支度宿本陣向ニ取リ申候同宿長兵衛大分世話い多し宿払ニ六ケ寺ヨリ金二分（上下十三人　但シ片者多こ也）通いの者ヘ弐百文本陣ヨリ重之内□之故金百疋六ケ寺ヨリ遣ス世話焼長兵衛ヘ同百疋遣申候夫より駕六乗を取リ夜中手前迄不残立帰リ申候事ニ候五ケ寺八日迄逗留八日ニ致同道赤岩ヘ越申候
一塔司　福泉坊ヘ　土産物　大風呂敷一　拝領申候
　末寺　門谷寺ヘ　　　　　御札一

此御礼（御初尾）ニ書状連書ニ相調合銀子七匁五分江戸□□進上申候其節江戸御着御祝詞状壱緒ニ出申候也
【宝暦と改元】（Ｃ‐15‐31）

未年宝暦と改元（宝暦元年）
一閏六月中旬　大御所様御他界ニ付御諷経ニ罷出候様ニ御触状到来
一写別ニ有之依之十七日普門寺拙寺両寺同道ニ而首途い多し参府後先格之通段々相願候得共此度之儀者独礼格斗ニ而拝礼不相叶帰寺い多し尤何国之寺院ニ茂同様ニ不相叶事ニ候
【御年頭に出足】（Ｃ‐15‐32）

一宝暦二申正月十五日御年頭ニ出足　大福摩カ同道ニ而下向

【本寺巡回之使僧春教到来】（Ｃ‐15‐33）
一宝暦二年申九月十八日本寺平等院巡回之使僧春教与申僧順回到来廿一日迄逗留致赤坂迄人足申付荷物相送遣申候
自平等院土産物

板御札一枚　大風呂敷一ツ　中啓一本　茶折一ツ　弟子共ヘ墨珠数一ツヽ　侍丈八同常八孫右衛門迄同事

福泉坊　帋札すミ　風呂敷　普門寺ヘも同様　村方役人共ヘも同事
村中ヘ御札そは即日金百疋御初尾扇子二本入指出ス庄ヤ組頭村中与書付金百疋ニ而相済

手前ヨリハ使僧銀五匁程祝儀ニ遣ス空□方ヘ書物頼遣候故家来ヘ弐十疋遣申候御礼御初尾之義ハ重而此方ヨリ飛脚便ニ而送る遠三門中相談い多し今度ハ金百疋ツヽ登セ申候事也
尤使僧家頼ヘ遣物も申合候事百文ツヽ之筈ニ候得共誂物有之故手前ヨリも二百文遣ス


酉年（宝暦３年）

戌年（宝暦４年）
【大井川金当ル】（Ｃ‐15‐34）


亥年（宝暦５年）
一四月大井川金当ル百石ニ付金壱分拾匁三分ツヽ也
　村方ヘ申渡し取集集リ次第高ニ合庄やを以赤坂役所ヘ遣也

【平等院宥神集議昇進】（Ｃ‐15‐35）

子年（宝暦６年）
一平等院宥神集議昇進ニ付門中申合祝儀状ニ銀壱両ツヽ遣申候

【言写般若供養】（Ｃ‐15‐36）


丁丑年（宝暦７年）
一正月廿八日言写般若供養ス其日半日本尊開帳致也
【村方困窮ニ付籾種代遣ス】（Ｃ‐15‐37）

戊寅年（宝暦８年）

○春村方困窮ニ付相願籾種代ニ金壱両二分遣ス

【平等院宥神在番下向のため御油宿逗留】（Ｃ‐15‐38）
一平等院（宥神）在番下向正月廿六日高野山御発駕ニ而廿八日一日大坂ニ御逗留二月三日御油宿御泊本陣鈴木善十郎也手前与リ先達而日限聞合等先年桜池院通行之節ノ通リニ相頼置候間罷出候寺院　鳳来寺日輪院恵海　是ハ内意之訳在之候間被出会候事也
冨賀寺　摩訶ヤ寺慶筭　法言寺梅英　普門寺義什　財賀寺昶如　此五ケ寺祝儀物

金二百疋ツヽ　役僧蓮台院ヘ　後見春嘵坊ヘ　銀三匁八九分ツヽ


　　　侍　本多為助ヘ　銀弐匁八九分ツヽ
平等院ヨリ土産物　御札一　風呂敷二　数珠一　ツヽ賜リ候
福泉坊（無住）門谷寺（隆海）ヘ中風呂敷一　御札一ツヽ

昶純民梁召連目見為致候物銀四匁賜物数珠一

扨五ケ寺ノ寺院方二月二日ニ不残手前まて出会三日昼過与リ出立御油宿鈴木彦三郎と申宿ヘ落着支度等い多し七ツ時御本陣ヘ参リ平院主ヘ掛御目吸物酒菓子茶等御振舞在之六ツ過ニ又彦三郎方ヘ立帰リ支度い多し駕六乗取リ夜中此方ヘ帰リ申候四日五日逗留六日ニ不残帰寺被致候也
一本陣善十郎方江六ケ寺ヨリ金百疋
一下宿彦三郎方ヘ造作料六ケ寺ヨリ弐百疋給仕人小共両人ヘ二百文遣ス

【当村困窮ニ付下艸遣ス】（Ｃ‐15‐39）

一当暮所々困窮当村も同前事故助力ノ為東山下艸村中ヘ遣ス


己卯年（宝暦９年）
【正月御年礼番につき出府】（Ｃ‐15‐40）
一正月御年礼番相当十二日発足雲谷寺迄越十三日逗留十四日出足道中無恙廿日ニ出府江戸旅宿北八丁堀岡崎町三浦九兵衛方江着拙子有縁者也
廿三日在番所ヘ届罷出在番平等院丹生院也両所ヘ○銀五匁ツヽ両役僧ヘ○三匁五六分位遣ス　本寺平等院ヘハ別ニ○金百疋　後見春嘵ヘ銭○三匁くらゐ遣ス
無量寿院御出府故○金百疋上ル何も白遍き○御室ヘ久米寺東塔御勧物ニ金百疋上ル

右浜名両寺普門寺拙寺等皆同也

一献上壱束壱本二重くり台上ミガキ白赤水引カザリ也代四拾八匁尓て相調也二月十六日巻数台二ツ二重くりみ可き代四匁五分くらゐ也
公用相済後今度者無據内用ニ付逗留い多し二月晦日江戸出足三月五日雲谷寺ヘ着六日ニ休息七日帰寺

【村方困窮ニ付新林遣ス】（Ｃ‐15‐41）
一正月中旧冬已来村方困窮ニ付救として千両小路新林不残遣ス吉田領分杯ハ飢扶持として壱人前ニ銭百五拾文ツヽ出候よし也
【教宣智春両人加行成就之祝儀】（Ｃ‐15‐42）

一十月十六日教宣智春両人加行成就之祝儀村方庄屋組頭佐二右衛門三人ニ壱汁三菜ニ而斎給させ申候昼時惣百姓門壱人ツヽ召寄餅さけ呑せ申候両役人ヨリ祝儀ニ酒壱升ツヽ惣村ヨリ酒代五十疋弐本入上ル也山上山下遊ひ候也

辰年（宝暦10年）
【当春本尊開帳について】（Ｃ‐15‐43）
一当春本尊開帳三十三年ニ相当リ可致開帳先ツ正月廿二日ニ赤坂御役所ヘ使僧を以口上ニ而当山本尊開帳年ニ相当候ニ付当二月下旬与リ三七日ノ間致開帳候付而ハ御近所ニ御座候得者先達右之御断申上候此段御序之節宜御披露奉頼候扨又前々も開帳札之義御支配所を始所々相立申候此段も御断申上候与申遣候也
一赤坂庄屋中ヘも序ニ立寄セ此度開帳い多寿ニ付札立可申候間可然御世話被下候様ニと申入候也御油宿庄や国府村平尾村伊奈束庄屋所ヘも同様ニ申入置候也
開帳扣別ニ帳有

【山内宮社を在番所ヘ書付差出】（Ｃ‐15‐44）
去秋御触在之候付当四月中在番所ヘ書付差出し申候



三州陀羅尼山　財賀寺

一鎮守八所権現社


日吉権現


八幡宮


砥鹿宮

白山権現


熱田明神


走湯権現


熊野権現


蔵王権現

一東照宮

一白山社

一稲荷社

一天神社

一山神社

右之通御座候以上


辰四月日

財賀寺印


江戸芝弐本榎



高野御寺




両御在番所

【御朱印御改の行程】（Ｃ‐15‐45）

巳年（宝暦11年）
一御朱印御改ニ付二月朔日発足雲谷ヘ参同五日ニ普門寺同道ニ而出立い多し出府御用相済候而三月十八日江戸発足木曽路与リ帰国四月朔日着

【国役金赤坂御役所ヘ納候時ノ書付ノ案】（Ｃ‐15‐46）
一国役金赤坂御役所ヘ納候時ノ書付ノ案

西ノ内紙立書ニ


覚　此書付も時ニ与リ文言替リ申事也
御朱印財賀寺領

一高百六拾参石弐斗八升九合


此高役金　何程――――――――

右者何年何々々川御普請ニ付国役金書面之通上納申所仍而如件





財賀寺○


年号月日


役僧印


御代官之名何殿


巳二月御朱印御改ニ付参府

在府中之書付別ニ有

【平等院宥神師潅頂執行への助力金】（Ｃ‐15‐47）
○
午年（宝暦12年）
一平等院宥神師三月中潅頂執行被致ニ付後見春嘵方与リ二月中書状到来年始状并氷豆腐一包相添連名（財　法言寺　普門寺　摩カヤ寺　大福寺　冨賀寺　長楽寺）書状来ル汀助力金之事頼被越候依之打寄相談之上金壱両ツヽ五ケ寺三分冨賀寺百疋長楽寺銀七匁五分松本寺大清寺六匁ツヽ各寺塔司末寺与リ遣都合金ニ而七両壱分也其外東海辺四ケ寺ヨリ金二百疋遣候由右連名ノ分ハ手前ヘ返書共ニ被相頼候故相認候而三月十五日豊川御陣屋ヘ頼飛脚便ニ差出し申候尤返書面汀祝儀之様子ニ相認遣申候春嘵方ヨリ去々辰霜月中ヨリ今春迄拙寺方ヘハ三度書状ニ而頼越申候也
右之返書同四月九日出之状同廿日ニ相達書面祝義返礼申来候也尤連名也

【近隣村々への距離報告】（Ｃ‐15‐48）
· 未年（宝暦13年）　八月廿六日赤坂御役所

触在之候而差出候書付

財賀村　財賀寺
岡部主水殿知行所
平尾村ヘ　廿丁餘

巨勢日向守殿同

千両村ヘ　十八丁余

鍋島帯刀殿同

萩村ヘ　　一里余
御料


赤坂宿ヘ　二里余

右者財賀寺領近隣村々并御料宿ヘ道法書面之通御座候

未八月


財賀寺役僧印



岩出伊右衛門殿御役所

【赤坂御代官真野宗十郎に交代】（Ｃ‐15‐49）

申年（宝暦14年、明和元年）
八月廿八日赤坂御代官替相晦日ニ使僧遣先ノ御代官元〆江暇乞申入新御代官真野宗十郎殿役所玄関迄御替ニ而当御地ヘ御越之御歓ヲ申入其外元〆手代中長屋ヘ歓申入候也
【赤坂陣屋にて御朱印渡】（Ｃ‐15‐50）
一十月十一日四ツ時御朱印渡ニ付赤坂御陣屋ヘ可罷出由御触有之当日明六ツ時格式ニ而罷出候処御代官御着遅々い多し八ツ時頃御着故当日御渡シ相延翌十二日四時相渡頂戴相済申候作左衛門指図ニ而御代官ヘ焼杉三本入台ニ而上る元〆ヘ金百疋手代三人ヘ銀子四匁ツヽ出し申候尤作左衛門持参い多し相済申候也此礼物ノ義ハ今度ハ嶋田御役所ニ而相渡リ申筈ニ先達而相聞候所元〆ヘ内意有之被致世話赤坂ニ相成候故右之通礼物遣し申候也
惇信院様御朱印ニ写ヲ相添出候又新御朱印ノ写モい多し出し申候事也



宿　多ヽみや源左衛門

一宿ノ人数　伴僧一人　挟箱一人


　　侍　二人　草リ一人

外供廻ハ不残返し申候


酉年（明和２年）
【御年頭登城と巻数献上】（Ｃ‐15‐51）
· 戌年（明和３年）
江戸着後献上物束本ヲ誂ヘ可申也壱通ニテ代金壱分四五匁位ニテアツラフ水引ハ白赤台ハ中ミガキ二重クリノ足ナリ今度ハ献上物巻数も一通リニテ相済申候也
一御年頭相当正月十三日発駕普門寺迄参十四日休息十五日立見附宿泊リ摩訶耶寺出合之約束故見附泊リ致し十六日同道ニ而無恙廿一日江戸入七ツ時直ニ高野寺ヘ立寄在番（蓮華三昧　花王院）也蓮華三昧院ヘ参役僧功徳院逢ヒ今度御年頭ニ罷下リ候ニ付着ノ御届申上候且御添簡被下候様ニ願申候段申込（両在番ヘ同様ニ申入也）早速罷立旅宿ヘ着申候南八丁堀中川修理太夫殿屋敷加治継之進方ニ旅宿廿三日又在番所ヘ罷越べく所役僧ノ用事在之間廿四日ニ参候様ニとの事故廿四日在番所ヘ出る旅宿書持参ニ而口上此間御願申上候御添簡申請ニ参上い多しと申入　両在番ヘ銀五匁ツヽ　白遍きニ□□　両役僧ヘ銀三匁ツヽ遣ス役僧出会添簡受取忝奉存候旨礼詞申述候而罷立尤片在番ヘも添簡ノ礼ヲ申入也添簡ハ月番ノ方ニ而相渡ス事也帰リニ直ニ御奉行月番ヘ参上仕也今度ハ江戸見坂土岐美濃守殿也玄関ヘ手札　三州財賀寺　御当地旅宿――――――
口上ニ三州財賀寺今度御年頭御礼ニ参府仕候着ノ御届ノ為メ参上仕候○御役人中ニ御目ニ掛リ度由申述
用人犬塚九郎兵衛出る又口上ニ而玄関ヘ申入候通リ申述候而在番所ノ添簡と口上書とを差出ス相済候而廿七日御伺ニ可出よし被申渡畏リ候旨御請申上罷立

廿七日四ツ過御伺ニ罷出今度者
若君様御袴着御祝儀有之ニ付明廿八日之御礼相延晦日ニ又御伺ニ罷出候所朔日御礼登城仕様ニ御書付出受取罷帰

二月朔日御礼首尾克相済御老中若御老中御側衆田沼主殿殿松平因幡守殿寺社御奉行不残廻リ御礼相済御礼詞手札相認持参申事也○二月十日此マテニ巻数ダイ中ミガキ二重クリニアツラヘ可申也
十五日巻数献上之御伺ニ先月ノ御掛リ奉行所ヘ罷出用人ニ逢候而伺相済

十六日未明ニ支度い多し六ツ時ニ登城致ス献上相済候而又御奉行所罷越今朝巻数献上首尾好相済候段御礼申述候而其後ニ御当地御用今日迄相済候間近々国元ヘ罷帰度旨申上候也相済候而其日在番所ヘ罷越御年頭御礼首尾好相済今日巻数献上茂無滞相済難有仕合奉存旨御礼申述直ニ御当地御用向今日迄ニ相済候得者近々国元ヘ罷帰申段御断申入罷帰也
今般ハ宝性院御門主在府被成候故玄関迄手札斗ニ而御在府御機嫌伺申入候也

【平等院碩学昇進祝儀】（Ｃ‐15‐52）

亥年（明和４年）
一平等院碩学昇進ニ付祝儀状遣ス祝儀銀五匁ツヽ門中同様ニ遣申候也

【在番所よりお尋のお答え】

子年（明和５年）（Ｃ‐15‐53）
在番所与リ触有之相申来候節差出候書付写触書別ニアリ

覚


三河国宝飯郡財賀村


陀羅尼山蘇悉地院財賀寺

右之通御座候以上


子四月



財賀寺印

江戸芝―――


―――両御在番所

【彗星出現】（Ｃ‐15‐54）
丑年（明和６年）　七月中彗星出ル長一間余

【売星出現】（Ｃ‐15‐54）
明和七庚寅年
夏中十日ホトノ間売（ホツ）星出□七月廿八日夜北方ノ天赤気顕ル一時ホトノ間也
【夏已来旱魃村方困窮のため割当】（Ｃ‐15‐55）
夏已来旱魃ニ而五穀不熟所々困窮当村方も同様ニ付検見引多其外了簡引等相応ニ致遣候ハヽ年貢表ハ十一月中ニ不残皆済在之候極月ニ到リ惣村救米ノ願在之ニ付庄屋組頭ヘ内意申聞候ハヽ片徒ら山林之若木松不残取らせ夫レ尓て庄屋組頭惣百姓屋こめ等まて相応尓王リ宛行申様ニと申付願筋相済候也
【御即位】（Ｃ‐15‐56）

八年卯年（明和８年）
五月廿七日御即位也

【五十年已来の渇水と雨乞】（Ｃ‐15‐57）
五月入梅之節雨不降して旱魃也所々雨乞在之候田方根付無之處数多当所ニも山田其外水可ヽリ能處斗リ植付本田ハ大部植付不申候廿八日赤坂宿中願として雩申来候得共手前ニ而雨乞祷祈之中故断申延候而六月四日又々願参候ニ付民梁房門谷寺罷越二夜三日水天供修行申候四日夜ニ入大雨五日昼時迄降リ申候其雨尓て赤坂田處不残植付有之近所ニ而も此彼うへ付当所ニ而も五六分通リ植リ候其後十四五日迠折々大雨在之田方不残植付申候也何方も土用過候而三四日或ハ八九日ニ而田植仕廻申候五十年已来之五月渇水と申候田植候也其後又蝗災有之畑方作艸ニも虫付有之候然共畠方ハ相応ニ実リ申候
【村方困窮ニ付救米】（Ｃ‐15‐58）
一当暮村方困窮ニ付救米相願申ニより米弐俵半□□□□出し申候

【村方籾種を遣ス】（Ｃ‐15‐59）


壬辰年（明和９年、安永元年）
一春二月中旬与リ村方籾種ヲ申立尓て拝借願有之ニ付金弐両当秋中返上之一札尓て為致拝借候尤利足ハ了簡致し遣候

【江戸大火】（Ｃ‐15‐60）

一二月廿九日晦日江戸大火在之候明暦年中大火同様と申事ニ候

【庄屋交代】（Ｃ‐15‐61）

一三月廿七日庄屋奥右衛門老衰故役目之義前々ヨリ相願申ニ付願之通退役申付候翌廿八日跡役之義組頭佐次右衛門ニ庄ヤ役百姓代武兵衛ニ組頭□□□□先達而内意申聞置庄屋組頭役申付候節ハ百姓代呼役ノ人ヲ申付候
【平等院宥神師遷化】（Ｃ‐15‐62）
一○七月十八日高野平等院宥神師六月三日遷化之知セ状役僧真福院与申方ヨリ門末連名ニ而申来候書状普門寺ヨリ被相達翌十九日冨賀寺ヘ飛脚を以順達申候遠三門末中申合（摩大冨赤普財　香料銀二匁ツヽ差上セ申候尤七月廿五日付悔状遣候事也平等院後住ハ地蔵院之由申来候入院賀義ハ重便ニ申遣筈ニ候
一○八月廿八日之日付ニ而平等院入院祝儀状出ス金百疋進上申候此方門中同様ニ遣申候也
一平等院ヨリ悔状之返書八月廿一日ノ日付ニ而九月中ニ来着書面集議昇進之旨申来来巳年春在番ニ而出府之由申来ル下向ハ木曽海道通之由若東海道ニ而も末寺ヘ沙汰不可致との懇書ニ候

【遠州ヨリ関東辺大風】（Ｃ‐15‐63）

一八月二日大風又同廿一日大風遠州ヨリ関東辺ハ前代未聞ノ大風ノ由申事ニ候
【平等院集議昇進之祝儀】（Ｃ‐15‐64）

一○平等院集議昇進之祝儀遠州門中ヨリ各金百疋ツヽ被出候ニ付此方四ケ寺ヨリも同様ニ百疋ツヽ各状ニ而遣申候十一月廿五日出ス

【年頭出府、在番祝儀】（Ｃ‐15‐65）


巳年（安永２年）
一正月御年頭ニ而出府

一○平等院集議在番ニ而参府有之候拙寺二月十六日巻数献上相済候而即日在番所ヘ公用首尾克相済候而近日国元ヘ罷帰候段相届申候尤御礼詞申入事也両在番相勤候而平院ノ替リ遍屋ヘ罷越対面い多し馳走在之土産物等□□罷帰リ申候帰寺後平等院ヨリノ去冬返書其外大風呂敷扇子二本数珠一相添雲谷寺ヨリ届来候是ハ平院此辺通行之節被差□候由
【大風雨、米價のこと】（Ｃ‐15‐66）

一今年も六月十八九日大風雨在之候其後も又大風雨有之候当冬米價下直有之十両ニ米三十三四五俵致候
【証文絵図等差出】（Ｃ‐15‐67）

一九月中御触ニ前々公儀ヘ相達候而御裁許□之候証文絵図等印形在之分ハ写ニ□□□添霜月中ニ江戸表ヘ可差出由ニ候当寺先住如海代ニ出入在之証文三通在之候□□印形も御裏書も無之如海ヨリ上ヘ差上ケ御請ノ証文故出し不申候　西林坊勧学坊一札村方百姓ノ一札当寺ノ一札右三通也尤写シ也

【大風、水不足】（Ｃ‐15‐68）


午年（安永３年）
一六月廿三日大風有之候上方甚敷風雨之由候五月田植水払底已来雨ハ折々下リ候得とも水少尓て候
【平等院主に雲海清筭坊】（Ｃ‐15‐69）
一五月中平等院主替入院　雲海清筭坊　入院在之由役僧与リ末寺連名ニ志らせ状来ル八月比ニ金百疋入院祝儀遣ス此方門中同事也


右祝書ノ扣

一一翰啓上仕候然者貴院之御儀○地蔵院被成御兼帯御座候処○今般被成御附属候付当五月中○御入院相済候旨承知之仕○目出度御儀奉賀候愈以○御安全可被為成御法務○欣然之至奉存候右為御入院之○御祝詞可申上以書状申上候印御扇子料金百匹進上之仕候○猶奉期後慶之時候　恐惶謹言○

八月三日


財賀寺


平等院様



□判


御同宿中

一右之返書十月廿五日夜うのやヨリ届一乗院昶恵ヨリ返書も□□同院遍照光院ヘ転住ノ由申来ル

【高野山大火】（Ｃ‐15‐70）
一高野山西院谷無量光院ヨリ九月十九日昼過出火西ハ大光明院下ノ町屋迄東ハ小田原安養院迄南谷ハ不残壇上中門勧学院宝性院焼失其外伽藍ハ相残寺数両門并行方共上分廿六軒其餘非事吏方小坊町方数不相知候古今ノ大火ノ由申来候

【御室御所御潅頂】（Ｃ‐15‐71）

一御室御所御潅頂ニ付先例之通御勧物金百疋御在番所迄八月中ニ差上申候

【智端登山】（Ｃ‐15‐72）


未年（安永４年）
一三月八日智端事　金惣而金五両持セ登セ申候二三分餘シ候　汀ニ登山致させ候自身拝金百疋指出ス寺ヨリハ状斗リ汀頼遣也ウリ冨賀寺弟子□□登山其外洞雲寺弟子長仙寺弟子□□岩間寺弟子汀ニ登山いつ連も拝金百疋ツヽニて□□よりハ状斗リ也帰国後礼状ハ不遣也四月十四日ニ帰国伊勢参宮もい多し申候
御代官大草太郎左衛門殿
【赤坂御役所ヘ代僧遣】（Ｃ‐15‐73）

一七月十日赤坂御役所ヘ代僧遣候
　今度御当所御支配ニ相成候段承知仕ニ付以代僧右之御悦申上候此段御序之節宜被仰上可被下候扨又財賀寺義御近所之事ニ御座候得者御□□ヨリ当御役所ノ御世話ニ罷成リ来候間此□□不相替御役人中ノ御面倒ニ預リ度候其處可然頼上候
右之通ノ様子ニ口上ニ而申入候扨御手代ヘ砂糖曲一ツヽ遣申候是ハ前々作左衛門取り斗ひ尓て候砂糖一曲ニ付代百五十文位可ヽリ申事也

【摩訶ヤ寺入院披露】（Ｃ‐15‐74）

一浜名摩訶ヤ寺閏十二月初入院披露ニ来　三本入大風呂敷
【良宮様親王宣下御助勢物】（Ｃ‐15‐75）


申年（安永５年）
一四未秋御触之序嵯峨御所之御附第良宮様親王宣下可有之ニ付御助勢物可差出之旨ニ候故申ノ春三月廿四日金百疋普門寺当寺尓て差出し申候
【応賀寺入院披露】（Ｃ‐15‐76）

㊀中ノ郷村応賀寺入院在之二月十六日ニ披露ニ見ユ三本入大風呂敷持参○此方ヨリ四月五日雲谷逗留中ニ普門寺同道ニ而行三本入杉原弐帳銀四匁八分ホト遣ス
【摩訶耶寺入院祝儀】（Ｃ‐15‐77）

㊀摩訶耶寺ヘ入院祝儀ニ参候節三本入砂糖一斤入一曲銀子五匁五分ス隠居ヘ菓子二袋手作大根二本遣ス十一月十二日ニ参○大福寺ヘ寺造立之見廻旁立寄金百疋干瓢一己手作大根二本遣前度焼失後庫裏造立之節も見廻申候故金百疋青物ニ相添遣申候
【先師昶観三十三回朞】（Ｃ‐15‐78）


丁酉年（安永６年）
一安永六乙酉五月廿八日先師昶観三十三回朞法事之節惣村別尓餅二ツヽ呉ル尤役□之者ハ召し上セ餅さけ給させ其上庄屋組頭両人ハ吸物尓て酒呑ス今般役□之者召し上セ申候ハ恵俊小僧剃髪い多し祝儀ニ付て也夫レ故祝儀餅二ツ法事もり物餅とて二ツ壱人前四ツつヽナリ年回殊尓ハ餅さけの事なし三十三年故志也
【剃髪と加行祝儀】（Ｃ‐15‐79）

一剃髪と加行祝儀ニ者役人ヨリ酒一弐本入惣村ヨリ酒二弐本入こんふ也

【宗門帳御取集】（Ｃ‐15‐80）

一宗門帳御取集ニ付御触有之依之口上□を以伺申上候右之通紙ハ大直し竪紙

口上

当寺領壱村内之百姓代々真言宗ニ而末寺門谷寺檀那ニ御座候他宗門之者壱人茂無之候人別改帳之儀年々取置之候得共先年之故帳者無御座四年以前午之年以来今年迄取納候帳四冊在之候前々ヨリ七ケ年内之帳面斗リ差置之来候事御座候将又人別帳面差上候儀七年目毎ニ御改御座候節帳面差出申候尤例年宗旨証文壱通相認差上来候右之通相違無御座候此段御窺申上度如此御座候以上

安永六丁酉年六月日

三州財賀寺印


江戸芝弐本榎


高野御屋敷



両御在番所

右之通ニ相認差出し申候

【護摩堂屋祢瓦葺替】（Ｃ‐15‐81）

一八月護摩堂屋祢瓦葺替足し瓦金二匁二分程平尾平尾瓦や四郎兵衛ふく九人手間代九百文遣ス□縄道うけ手伝人足村方ヘ申付
【駿府臨済寺勧化物】（Ｃ‐15‐82）


戊戌（安永７年）
一駿府臨済寺勧化物赤坂御役所ヘ取集可被申ニ付手代中ヨリ役僧方ヘ書状被越候依之四月十一日組頭作之右衛門遣し弐百文差出し申候也回状写ニいさゐ記置
【福泉坊寺引材木小屋を移す】（Ｃ‐15‐83）

一福泉坊寺引材木小屋福泉坊跡ヘ移之也
【江戸大納言薨御】（Ｃ‐15‐84）


亥年（安永８年）
一江戸大納言三月廿四日薨御　普請鳴物等停止当所ニモ近辺同様ニ

【地震同様の震動】（Ｃ‐15‐85）

一五月十三日去冬十一月中ヨリ時々震動至テ大ナリ地震同様家ノ動クホト也


九月廿七日平等院ヘ遣候書面

【住職を民梁に譲りたい】（Ｃ‐15‐81）

○一筆啓上仕候先以追日寒冷相催候得共益御安全可成御座珍重之御儀奉存候然者拙僧義元来病身罷有候別而近頃至起居不自由罷成平日之寺役等茂難相勤殊来子之正月御年頭番相当候参勤之處無覚束難儀至極奉存候ニ付住職之儀愚弟民梁江致附属度願□候因茲今般御届申上候此段御聴済被下申候而民梁江住職相譲候義願之通被仰渡被下候様奉希候為其以愚書申上候　恐惶謹言

九月廿七日


財賀寺


平等院様　玉机下


昶―判

【灰ふる】（Ｃ‐15‐81）

一十月朔日亥ノ日夜中与リ灰ふる諸物白キ事大霜のことく二日曇て終日日の光りを見す灰の積り弐三分ホト也先年富士山の焼候節砂ふり候と申伝候珍事希代の事也
【後住入院之届】（Ｃ‐15‐81）

一平等院ヘ後住入院之届申上候扣

○一筆啓上仕候時□甚寒御座候得共益御安全可被成御座□然之至奉存候然者前面申上候通愚僧義病身ニ而寺役等難相勤ニ付後住之当躰御願申上候処無別儀拙弟民梁江可致譲与之旨願之通被仰付奉承知之早速万緒引渡入院披露等為致之無滞相済本懐之至不浅仕合奉存候右之御礼詞申上度御届旁以愚書申上候恐惶謹言

亥ノ十二月朔日


財賀寺故住持　昶如判


平等院様玉座下

当住ヨリ差上候届状別紙有従平等院先達而御返簡十月十六日付ニ而十一月廿二日吉田飛脚喜左衛門方ヨリ受取届申候此御状茂別ニ有リ

以上

【村方組頭給事】（Ｃ‐15‐89）

一村方組頭給事

願ニ付給米壱俵宛　四斗也　ニ相定也

免定表も四斗与書ベシ

安永七戊戌年定

【以下昶慶記録】（Ｃ‐15‐90）

以下昶慶記録

【昶慶入院】（Ｃ‐15‐90）
安永八亥年十一月日入院
右之御届平等院ヘ書状

一筆啓上仕候先以寒気之節御座候得共尊衲様益御安泰可被遊極御座泰喜之至奉存候然者老師儀病身ニ而諸寺役等難相勤殊来春御年礼相当参府旁無覚束被存候ニ付住職之儀拙僧江致譲与度段先達而御願被申上候處御許容御成下候而願之通拙僧江後住職被仰付難有奉承知候早速万緒得附属無滞入院披露等相済申候依之今般継目之御届申上度乍略儀以飛脚便先格御届申上候通銀五枚上納之仕候近年内登山仕候而拝顔御礼可申上候右為入院之御届可申上如茲御座候恐惶謹言

十二月朔日



財賀寺　昶慶印


平等院様


御同宿中

右御返簡早々到来此元ヘも為御嘉□金五百疋被下頂戴之此御返礼状亦申上候翌年ニ成リ先年始状
一簡啓上仕候改年之御吉兆不可有尽期御坐重畳申納愈以御安泰可被遊御越年欣然之至奉存候右年始之御祝儀可申上如斯御座候恐々謹言

子正月九日



財賀寺


平等院様




昶慶印



御近侍中

一簡啓上仕候先以餘寒甚御座候得共益御安泰可被成御座恐喜之至奉存候然者旧臘卅日之御書今月十日相届拝見仕候処拙子当寺入院仕候御届申上候御返簡之趣御懇意被仰下恐入承知之仕候且又入院之嘉儀登被仰候而方金五百疋御祝御贈下御叮嚀之御儀幾久目出度拝納之序仕合奉存候老師義も御懇慶之御返書御教示被仰聞候不残忝奉承知之候老師義も以別紙可申上候得共不肖方ヨリ同様御礼詞□申上度由申候前面達御聞候通御年礼参府之儀一両日中爰元出足仕候覚悟ニ御座□候右入院之御祝儀預御恵贈候御礼詞申上度□々如斯御座候猶奉期後慶之時候恐惶謹言


子正月十一日



財賀寺


平等院様




昶慶印



御同宿中

【年礼参府の記録】（Ｃ‐15‐91）

安永九

庚子年

出立前方村方江歩金申渡ス二〆文也　庄屋組頭ヨリ壱樽ツヽ上ル
御年礼ニ参府出足正月十二日浜名摩訶耶寺是茂参府ニ而道中小田原宿ニ而出会致シ江戸ヘ入致し候而高野在番所ヘ着之届一所ニ参候在番大聖院遍照光院　――ハ昶恵師也　尤月番遍照光院也
先ツ玄関江行役僧ニ会口上申□銀子包差出ス銀子之義別帋ニ有（又ハ此記之前ニ有）右在番今般月番ハ遍照光院昶恵師ハ法縁也役僧之事終リ遍照光院へ目見致ス南鐐壱片納豆昆布□進上申候暫馳走ニ相成対座玄関江出又役僧□□院ニ会今朝願置候寺社御奉行ヘ之御添簡之儀申入右之書請取候間謝礼申罷立

此度ハ先達而普門寺参府ニ而旅宿八官町明戸九郎兵衛殿ニ居候ニ付其所ニ二夜宿シ廿一日普門寺帰国ニ付見送リ九郎兵衛殿ヘ断相済同日小伝馬町大黒屋長左衛門所ヘ引移リ宿替申候扨御年頭并二月十六日献上首尾好相済十六日直ニ弐本榎在番所ヘ罷出帰国之御届先寺社奉行高野寺共相済申候在番所両在番共ニ行品川迄出候而三バん屋ニ宿申候遍照光院ヨリ音物当ニ預事ニ候帰路鎌倉江ノ嶋ヘ参詣（戸ツカヨリ入藤沢ヘ出ル）宿々無滞二月廿五日ニ帰寺申候
　帰寺之日途中ヨリ寺江為知可申候

【昶慶入院披露】（Ｃ‐15‐92）

同年子之三月六日吉日ニ付入院之営致候師昶如請附属萬端無滞相済候村方ヘ披露之式先格ニ而惣村一軒ニて壱人ツヽ五菜ニ〆一飯并酒三献庄屋□吉左衛門組頭権太郎百姓代七郎左衛門先例ニ任セ二本入二ツ酒弐樽上ル惣百姓ヨリ鳥目壱〆文上門谷寺昶覚扇子箱杉原紙右之外別ニ祝儀上ル者有リ拙寺□□西郡松平弾正殿家中岡本小作入来其外一家中祝儀同日ニ来ル別帋ニ有リ
普門寺ヨリ代僧ヲ以一樽昆布三本入金二百疋西浦無量寺本□房前々日ヨリ入来取持其外別記ニ有リ

○入院之節ハ前々より餅ハ舂不申庄屋ハ岡本氏等より来ルニより沢山ニ遣イ申候
【昶慶入院を赤坂御役所に届ける】（Ｃ‐15‐93）

○赤坂御役所同月十一日入院継目御座申上岡田作左衛門ヘ先行取次申上其後作左衛門案内ニて御門前迄乗物ニ而行玄関ヘ上リ口上申上

此度拙僧入院仕候継目之御届申上御序之節宜被仰上可被下候先格ニ付御文之片戸帰リニ開申候御役所ヘ焼杉三本入二重グリ台サゲ札ヲ付
元〆に白木三本入指札平片ニのセ手代中ヘ二本入サシ札台ハナシ

○供人伴僧若党草リ取乗物四枚対挟箱片挟箱分持合羽籠大傘□也

○作左衛門銀子一対二本入風呂敷外松勝三郎此節作左衛門代ヲ相勤候故作左衛門ヘ遣候同様ニ遣申候
○問屋彦十郎庄屋庄左衛門二本入斗御油宿も同前

此前ハ師命ニ付行持組頭之俗家迠扇子風呂敷ヲ以自身ニ廻り申候廻リ帳行先可祝儀物帳別ニ立江戸南八丁堀松平伊豆殿御下屋敷加治清兵衛殿養子加治幸造殿并吉田城内加治清左衛門殿
江州堀田豊前守殿内松林太郎蔵右之家中江も銀子等ヲ以祝儀書状ニ相□送リ申候皆已後返礼有之候当国遠州寺院廻リハ中之応賀寺浜名大福寺摩訶耶寺福林寺遠州ハ是迄なり当国ハ法言寺普門寺冨賀寺洞雲寺八幡村西明寺千両村善秀寺西浦村無量寺西之郡郷里旦那寺天桂院　右之通リ也
【昶慶入院之継目ニ本山平等院ヘ参登】（Ｃ‐15‐94）

天明元辛丑年三月拙入院之継目ニ本山平等院ヘ参登ス誠ニ御廟江参詣仕度序迄也三月十二日出足途中少々滞留有同月廿五日ニ高野山ヘ着登申候先格ニ付先達而銀五枚平等院ヘ飛脚便リヲ以上納致ス其節ニ此方江茂金五百疋御祝儀被下候故此度登山ニ付而銀壱枚登大盃一ツ昆布のりニ筈差上候平等院寺内ヘ并同宿へも銀子壱包ツヽ遣
本□潅頂ニ致同道候故本源目見金百疋上ル已四月六日拙寺潅頂阿闍梨位并本源汀首尾好相済阿闍梨位担料面目アサリヘ布施銀弐両夜讃六人壱〆弐百文其外寺門衆中ヘ書付ヲ以テ出スべし
○本深汀入用檀料四十三□なりアサリヘ四□三分　夜サン六人ヘ六百文　其外寺中ヘ別□有リ
此節拙寺義ハ用事有之山ニ暫逗留致し閏五月ニ罷帰候以上

【年号天明改元】（Ｃ‐15‐95）

一年号改元之儀天明

【徳川豊千代が養君ニ仰出される】（Ｃ‐15‐96）

同年四月

同年徳川豊千代様御儀御養君ニ被仰出候　一橋ヨリ御入

一御養君様御事若君様与可奉称候御□西丸ニ被仰出候右之通リ丑年閏五月十八日御触有之候以上
【高雄山御請来両界大破ニ付御勧進】（Ｃ‐15‐96）

一高雄山御請来両界大破ニ付御勧進御触有之右江南鐐銀壱片上納之候同年丑ノ九月宗旨証文在番所ヘ差出ニ付一所ニ江戸二本榎ヘ差出

【尭善剃髪】（Ｃ‐15‐97）

一同天明元年霜月廿一日

尭善剃髪

先例ニ而餅ヲ舂雲谷并郷里ヘ遣村方ハ壱軒斬壱人ツヽ呼餅二ツヽ酒三献惣百姓より壱樽与二本入上ル役人ヨリ茂壱樽登弐本入上ル門谷寺も同様
門谷寺与役人ハ別段ニ汲物酒餅ヲ出ス翌日又餅壱重宛送ル

同日尭善郷里西郡家中簗田猪六丈ヨリ昆布扇子赤飯杯送リ来長沢作兵衛殿ヨリも祝儀来其外諸々よりも祝儀来有リ以上
【平等院集議昇進祝儀】（Ｃ‐15‐98）

○天明二年寅ノ九月十五日之由本寺平等院集議昇進此祝儀□上ノ例ニ任セ
金百疋書印扇子料ニ進上候右祝儀浜名二ケ寺当国四ケ寺同様也

右集議昇進登外ニ辰之年
【高祖九百五十御遠忌に伴う助成金】（Ｃ‐15‐99）

高祖九百五十御遠忌ニ付本山ハ勿論也本寺平等院ニも荘厳之具其外修造之儀ニ付同ク廻文遠三門中ヘ廻ル修造ニ付浜名二寺当国四ケ寺ヘハ壱ケ寺金五両ツヽ致助成候様ニ申来此段ハ門中追而会談之上御答可申由ヲ役僧迠書状別ニ相認遣置申候也右末々寺迄も少々宛致助力候様申来ル廻文別帋ニ写し有リ
○遠州二ケ寺冨賀寺ハ金三歩上ル

―　―　二ケ寺登法言寺普門寺当寺三ケ寺ハ金壱両ツヽ差出ス尤六ケ寺一本ニ書状認メ本寺役僧ヨリ請取返簡来リ相済申候
【山初穂金】（Ｃ‐15‐100）

○八艸山木数百弐十本惣百姓ヘ山初穂金三歩上遣申候

【寅ノ年払納米】（Ｃ‐15‐101）

天明二年寅之十二月日

○寅ノ年払納米弐拾俵ニ可ヘ

　御馬石黒与次兵衛国府平松平次郎ヘ

【浅間山噴火】（Ｃ‐15‐102）
天明三癸卯年

○卯年七月七日八日ハ別而強鳴音聞ユ上州艸津浅間ノ嶽下山ニ而候焼申候隣国ヘ砂降リ近辺ハ大ニ砂ニてウマリ大損も多ク有之由焼場十万石餘も申聞候其節大ニ山外も出候而破損多ク上州辺ハ勿論武蔵等諸識甚高値諸国ヘも右之高値ニ而当リ申候当国も右之訳もき々又隣国遠国不作ニ付当暮米値段七年ヨリ七斗一弐斗也
【当山払米値段】（Ｃ‐15‐103）

○当山払米値段○御馬与次兵衛○為当坂蔵ヘ遣ス
　卯ノ十一月中旬

　十八俵がへ与十七俵五分がへ二通リ也

【米麦高値萬姓困窮】（Ｃ‐15‐104）

○辰之春ニ到リ黒米壱斗代百文ツヽアラ麦壱斗ニ付七十二文ツヽ其外之物皆高値萬姓困窮難儀致ス


天明四甲辰年

一此年要用も少ク記録ニ不及

【平等院雲海師江戸在番下向】（Ｃ‐15‐105）


巳年二月天明五

平等院雲海師江戸在番下向正月廿八日高野御発足ニ而大坂京都ニ御逗留無之二月四日九ツ過御油宿江御着本陣鈴木善十郎先達而白銀等頼遣置候為知来四日八ツ時分ヨリ御油宿江罷出候同門六ケ寺一同ニ鈴木半左衛門ヘ宿頼置候故参リ候　目見夕方ニ罷出五ツ半時分ニ相済申候御汲物素麺其外さかな有リ御菓子
平等院ヨリ土産物（金中啓一本　綿入帽子一―宛　六ケ寺ヘ同様也

大福寺法言寺普門寺ニハ前日三日ニ当寺ヘ入来摩訶耶寺ハ御油宿ヘ乗駕冨賀寺ニ者当日御油宿ヘ被出候帰リニ拙寺方ヘ一所ニ帰リ一宿摩訶耶寺ニも四日昼前ニ当寺江登山ニ而亦々御油ヘ一所ニ罷越申候御油宿退座後夜四ツ半時分一同ニ罷帰リ候

富賀寺此度ハ祝儀二百疋差上也

任先例

　六ケ寺金二百疋ツヽ


役僧真珠院　後見海山房　銀三匁八分ツヽ


侍一人　銀二匁五分ツヽ

六ケ寺ヨリ本陣鈴木善十郎ヘ　前之通リ　金百疋

六ケ寺ヨリ宿造作代鈴木半左衛門ヘ三百疋

　前方ハ二百疋ニ而候処此度ハ料理も叮嚀ニ有之酒菓子も出し候故三百疋ニ致□□遣候給仕人江鳥目弐百文遣　以上
其後二月晦日之日付ニ而三河四ケ寺申合江戸表謝伺書状相認拙寺ヨリ差出申候

已後右御返書三河同門江連名ニ而来ル

【徳川家治公御他界】（Ｃ‐15‐106）

○天明六丙午年

一俊明院殿家治公御他界九月八日
右御触公方様御不例之處御養生不相叶今巳下刻被遊薨御候　九月八日
　右之外御触之趣回章写別ニ有十月廿八日夜亥ノ中刻到来即刻桜井寺ヘ順達

【宗門帳と人別帳改】（Ｃ‐15‐106）

○宗門帳御改御触諸国有之并七年目人別帳改年帳面差出御触有之（尤四月御触状　六月廿二日ニ到来

右之御触ニ而在番所ヘ七年目人別帳并鉄砲証文寺中人別帳外ニ宗門帳差出先ツ伺書ヲ差出候在番役僧ヨリ有合帳面目録書差出書状参候故

安永八己亥年分五人組宗門帳　壱冊
同九庚子―人別帳　壱冊
天明元辛丑年――五人組　壱―

々　二―三――四五六年丙午年分宗門人別帳壱冊

都合八冊三州宝飯郡財賀寺村宗門帳右之通相違無御座候以上

天明六丙午年八月日　三週宝飯郡財賀村　財賀寺印

江戸芝弐本榎両御在番所

右以御断書八冊斗目録差出相済断書等別紙有

十月廿六日到来

一本末并御朱印高相記来ル未之三月迄ニ在番所ヘ差出候様御触有之
并国役御触

一大納言様御事今日ヨリ上様与奉称候弥以精勤を励可申被仰出候御触九月日

【五穀高値四両村中ヘ遣ス】（Ｃ‐15‐107）

○当八九月頃五穀高値麦拾両ニ弐十四俵位米四斗入十両ニ十二俵三俵位尤当秋中風大ニ両三度も吹并田方虫も付候綿も大ニ悪し種も無之所有之候未之春ニ至て猶又五穀高値ニ而諸国村々江も救米其外金銀下穀出候也当村江も山ヲ遣し金高之内四両村中ヘ遣ス

【正月御年礼】（Ｃ‐15‐108）


天明七丁未年

○正月御年礼ニ而九日吉日ニ付登十七日江戸ヘ着高輪松平弾正殿屋敷岡本小作方ニ旅宿又夫より京橋畳町五兵衛店三河屋藤八方江移リ二月巻数献上相済当月廿六日帰国致シ候供者西郡清田村清八　上下金三分　右ニて此元払
在番　高室院　悉地院　悉地院ハ江戸ニ而門主昇進有リ
【御年礼時差出】（Ｃ‐15‐108）

（挿入Ⅰ開始）


三河国宝飯郡財賀村




財賀寺

一御朱印高百六拾壱石餘ニ而御座候事

一本寺高野山平等院ニ而御座候事

一財賀寺
塔司

福泉坊

　　　寺
末寺

門谷寺


右塔司一坊末寺一寺共ニ寺領内ニ御座候
尤各別ニ

御朱印御除地之訳無御座候右之通相違無御座候以上





三州財賀村

天明七丁未年正月日


財賀寺印


江戸芝弐本榎


高野御寺


両御在番所

右者未之三月迠ニ在番所ヘ差出候様御触ニ候当正月御年頭ニ付参府其砌リ差出相済


○帋ハ大直紙上包ミのニて


尤四五枚ニ而帳ニとぢ□□□

（以降破損）

（裏に）





○三河国渥美郡雲谷村






高百石

普門寺






塔司

蓮蔵坊






末寺

松林寺

（挿入Ⅰ終了）

【村方困窮願ニ付金米遣ス】（Ｃ‐15‐109）

○未之三月村方困窮願ニ付至て暮兼候者共書上候分拾六軒人数四拾五人為救ノ代物七〆文下シ候尤去冬ハ惣村ヘ四両遣ス

　当春夏ニ成ても穀類高値出来麦十八俵（下―上―ハ十四俵）当夏作物ハ近年之出来ニ候得共五穀ハ秋ニ至テモ高値也
又五月願ニ付米三俵遣之者也

【御朱印改め】（Ｃ‐15‐110）

○御朱印御改御触江戸高野在番所ヨリ御廻章到来都合三通之内口達書一通手目録覚一通写ハ大奉書ニ而可相認御触也当七月より九月迠御改ニ候
右六月三日到来御触写別ニ有リ并ニ
将軍宣下有之御事御触之序ニ有
一右御朱印御改ニ付赤坂御役所ヨリ茂同五日ニ元〆内藤力蔵殿ヨリ書状来前々右之頂戴之訳如何候哉可被申越旨依テ以使僧□□申上候六月七日
御朱印之写并御代官誰殿之節頂戴有之候書出シ候様ニ付
○□明院様御朱印写一通ニ頂戴覚書壱通差出ス
　覚　○上書　上　財賀村　財賀寺
一□明院様御朱印
　明和元甲申年十月
　お代官真野惣十郎殿之節於当御役所頂戴仕候
　右之通ニ御座候以上
　天明七丁未年



財賀村

六月日




財賀寺印

　赤坂御役所
○時ニ御代官大草太郎左衛門殿


　元〆　内藤為蔵

　右使僧ニ而帳面出テ記シ役僧之印形致し帰ル


六月十日

【御朱印高の相違についての答え】（Ｃ‐15‐111）

○御尋ニ付書付を以申上候

一御朱印高百六拾壱石餘与有之国役高金納高百六拾参石弐斗八升九合与差引高弐石弐斗八升九合程□新田高入ニ御座候処右高入之義何年以前何年何□之御支配之節高入ニ而御奉行所江書上仕候哉御尋ニ御座候然ル處財賀寺四代以前享保年中之住持之節出入有之候而其節古キ書物等分失仕候ニ付右高入何年已前御座候哉寺内者勿論村方小百姓迠致吟味候得共是以書付等無御座候ニ付一向相分リ不申候依是書付を以御断申上候以上





三州宝飯郡財賀村







財賀寺

天明七年未七月日




役僧印


赤坂御役所

　

○国役高掛リ之改而巳之儀也巳後も百－弐斗八升九合ニ勧ム


時之御代官　大草太郎左衛門殿　元〆内藤力蔵
【御朱印改めの模様】（Ｃ‐15‐112）

一御朱印御改ニ付未ノ九月廿一日江戸発足普門寺同道四月廿八日江戸入同月廿九日高野在番所ヘ行先ツ玄関江手札　認様前々ニ有　役僧ニあい口上

御朱印写シ公儀江大奉書ニて一通リ但シ手目録ハ入不申候

在番所江中奉書ニ而写一通リニ手目録一御懸リ青山大膳守寺社松平和泉守右御両所江美の紙写二通リ手目録も二通此両御所江ハ着帳之節差出ス也
都而写シ四通リ手目録ハ三通リなり右御本書并写之分皆在番所江預リ志らべ改メ有リ役僧渡ス九月二日ニ在番所江出候様ニ役僧申渡而又九月二日早朝、在番所行添簡并ニ御朱印写等請取此度ハ御改松平和泉守殿ニ而有之ニ付和泉守殿ヘ行御玄関江旅宿書入手札一枚御門ヘも一枚御玄関ニ而相済惣席江通さる在番所ヨリ之添簡美濃紙写シ二通ニ手目録二通リ役人中江差出ス今日ハ公儀江之写ハ上ゲス右ミの写両通ヲ用人相改メ終リ当月七日明六ツ半時ニ御改有之間前日六日ニ伺ニ可出被申渡書付渡サル六日伺ニ出候節右ノ書付持行也右六日伺ニ出ス玄関手札（三州財賀寺　古義真言宗）今日数百人段々呼出しニ而十人ツヽ上坐敷ヘ通リ并ブ七日本御改之趣ヲ教へら□相済次第退座して帰ル
九月七日御改明六ツ半時（艸リ取片可ケ箱入　若党壱人）普門寺一所御門手札御玄関ニハ六日ハ手札なし座鋪ヘ通リ并居

御朱印御本書并奉書写用人一ケ寺々々之写ヲ相改メクデ番ニ而結ヘ御朱印本書浚明院様之一通リ斗リ上紙ヲ下ニ〆御本書ヲ上ニ置御朱印箱之蓋ニのせ手前ニ置前日教之如ク呼出サレ次第ニならび一ケ寺ツヽ済事也上坐ニ机出し有之其上江右写共ニ載セ去レバ又上江持行御改有之又其机ヘのセ有ルヲ頂戴シテ去リ役人中江礼儀ノ御朱印能々箱ニ納メ御門迠立出テ兼而手札支度直ニ立帰リ帰国御届相済帰ル青山殿并高野在番所江も直同日ニ礼詞并帰国之届相済候以上
【弘巌加行】（Ｃ‐15‐113）


○申年（天明８年）
一弘巌加行　卯月上旬開白十月中旬結願　舂餅白五斗

村方一家ヨリ一人宛餅二ツと酒三ドツ々役人共百姓ヨリ祝儀酒扇子箱上

【尭善高野山潅頂登山】（Ｃ‐15‐114）

三月上旬

一尭善高野山潅頂登山金七両渡シ遣ス内


金旦料入用并紋紗衣一衣拵ヘ寄道中入用等遣残リ金二分

大山寺入院継目登山ニ付万事頼遣都合能卯月六日ニ帰国ス雲谷順教平松ノ仙蔵其外二三僧同道有リ○大山寺世話ニ而門谷寺後住覚成房高野ヨリ同道来ル豫州（今治ト云処）龍岡寺之弟子法類高野ニ而ハ東漸院其外心連院様大坂天満宝珠院并奥聴寺南宝院法類也大山寺右之寺院江見舞テ馳走等ニ逢て帰国スルナリ
【五穀豊登御祈祷と施餓鬼修行之御触】（Ｃ‐15‐115）


天明九酉年


寛政元二月四日改年

一五穀豊登御祈祷之事并関東之水死又浅間山焼候節飢饉疫病京都之火災右諸々亡死之者ニハ施餓鬼修行之御触申之年十二月出之御廻状酉ノ三月到来両方共ニ修行終リ右之札守等御触ニ勝手次第と有之与イヘ共赤坂御役所江為念伺御役所ヘ御札納ムベキヤ以代僧申入候處叮嚀之窺御使様候故納候得者川念入候と有之無□右之挨拶ニ付結願後札御役所ヘも納ル也卯月二日ニ献上　御代官大草太郎左衛門殿之伺い
【野田松三郎殿お替リのこと】（Ｃ‐15‐116）

野田松三郎殿替リ目ニ納嶋林半八郎　大嶋□六　多久官蔵　野田殿役人也
【文殊堂再造立】（Ｃ‐15‐117）

一文殊堂再造立

天明九年己酉寛政元己酉年也

三月廿四日棟上　

大工新城的場居住ス

○棟上餅白米六斗

宇津野源助為章

○酒神キ共一斗五升余

木挽萩村与左衛門

投餅江銭入五百文

大工助工新城市左衛門

大工供ヘ三ゼン祝儀百匹

葺師西郡清田村


扇子箱□□ヘ外ニアリ
　石原与八為親
屋弥ヤ江南鐐一片結扇

　同苗金吾





　弟子仙蔵

施入金二百疋萩村忠兵衛内

　　金一分二朱外ニ銭当村中

　　鳥目二百文門谷寺覚成

　　右諸入用別記ニ有リ

【平等院他院之江戸在番】（Ｃ‐15‐118）

○天明九己酉年二月四日

本寺平等院他院之江戸在番役ニ而御油宿鈴木善十郎方ニ御宿右知セ之廻章出候得共三州江者今日迠も届不申右之趣摩訶耶寺以飛脚赤岩江申来候ニ付法言寺普門寺二月朔日昼時分ニ両寺まて入来逗留也
摩訶耶寺ニ者二日ニ御油ニ一宿ニ而三日ニ当寺江入院披露旁御舞同日相談之上目録等相認三日八ツ時分御油宿善十郎方ヘ罷出本寺待請有之候弥々四日ニ本寺着ニ付善十郎拙寺江以書状為知来リ候拙寺義ハ痛所有之ニ付兼而御断申立候而代僧門谷寺差出候大福寺ニ者平松寺遷化後導師旁断出仕無之候冨賀寺ニハ在山也外ニ松本寺之弟子長泉寺弟子智乗洞雲寺弟子智承目見ニ出仕也此度ハ院之在番ニ付遠三六ケ寺同様ニ金百疋ツヽ差上候　役僧□□寿院両人ヘ　六ケ寺ヨリ金二朱　裏見海山　侍二人江銀子
善十郎方江六ケ寺ヨリ二朱尤三ケ寺共ニ善十郎ニ一宿候故宿賃払右之通リ之由拙寺ヨリハ已後使僧遣シ礼物致候

【赤坂御役所の入替】（Ｃ‐15‐119）

○赤坂御役所大草太郎左衛門与入替野田松三郎殿是ハ暫赤坂御預リ同役所入替三月山田茂左衛門殿元〆田代忠兵衛
【五穀豊登御祈祷】（Ｃ‐15‐120）

○五穀豊登御祈祷　此間ヘ入　并文殊堂供養
【中泉にて御朱印頂戴】（Ｃ‐15‐121）

○寛政二庚戌二月十五日
御朱印渡リ赤坂ヨリ御触中泉より出廻文同月八日ニ到来十三日明六ツ時ニ発足伴僧一人尭善侍一人都合九人乗物半格ニ而浜松三宿往来問屋中泉旅宿赤坂作左衛門ヨリ書状相添候□屋平三郎方江十四日昼時分着十五日五ツ時分役所ヘ罷出遠三数百ケ寺当寺今日之二番ニ頂戴終リ候同日昼時ニ出立帰又浜松大坂屋ニ泊リ十六日暮六ツ時尓帰寺但庄屋組頭印形御用ニ付代役源四郎豊吉相連相済御請書案紙到来其文曰

○御請書之事
一御朱印高百六拾壱石餘
　右写当御代
御朱印壱通被成御渡難有頂戴奉請取候尤墨付よこれ目無之相改候処相違無御座候依而如件





三州宝飯郡財賀村

寛政二戌年二月



財賀寺


山田茂左衛門殿



昶慶

【本堂縁再興并手摺新造】（Ｃ‐15‐122）

○寛政二戌年七月ヨリ臘月中旬迠本堂縁再興并手摺新ニ造之作料渡し
大工手間弐百五拾工ニ渡ス此作料
金六両壱歩（飯米五石五斗六升五合　但シ三百七拾壱工之積リ

此代金四両弐歩弐朱ト七拾弐文　但シ両ニ壱石二斗替

釘代金三両余

木挽工弐百七拾三人半此作料金六両弐朱五百廿六文飯米有壱貫百三拾八文たば粉代木挽飯米〆四石壱斗三合

此代金三両一分二朱　弐百六十文

惣金〆　弐拾三両壱歩弐朱　銭弐貫四文也

【八所権現鳥居再興】（Ｃ‐15‐123）

○同年八所権現鳥居再興大工作料金弐分ト拾弐文内氏子ヨリ作方入有棟札ニ記ス

【諸堂等境内坪数報告のこと】（Ｃ‐15‐124）

○寛政二庚戌年七月ヨリ十二月迄差出

諸堂門宮鳥居寺中塔司境内坪数建方模様等并御朱印高右□之内ニ相認差出候様御触ニ付霜月在番所ヨリ之凡例絵図ニ相随寺社御奉行江一通リ在番所江壱通弐通相認差出然處亥之年七月ニ至リ三所破風之處建模様委し致シ差出候様ニ申来破風之所斗リ六枚相認張紙ニ而差出相済候此張紙之儀江戸市ヶ谷東円寺之世話ニ而頼遣候事ニ候
【本堂内外陣屋根共ニ修復】（Ｃ‐15‐126）

○寛政三辛亥春ヨリ本堂内陣外陣後堂但シ屋根共ニ修復ス

【赤坂役所新代官】（Ｃ‐15‐127）

○同亥六月赤坂御役所　山田茂左衛門　替合

　新御代官　辻甚太郎殿本〆田口藤蔵

【遍照光院昶恵参府通行】（Ｃ‐15‐128）

○同子年初二月高野山遍照光院昶恵師寿御門主職御召ニ付参府通行無相違被仰渡九月迠江戸結越ニ而九月登山御在府中金百疋封状ニ御祝儀ニ献ス以後御返簡来
【平等院雲海参府通行】（Ｃ‐15‐129）

○閏二月廿日此元通行江戸御召ニ付参府碩学無滞被仰付三月十二日江戸発駕木曽通行御帰山也
二月通行之節法言寺ヘ吉田ヨリ相届門中大風呂敷墨壱丁宛被差置候右之御請御昇進之御祝儀旁遠三六ケ寺ヨリ金七百疋連状目録野山ヘ当寺ヨリ差出候惣上封赤岩法言寺と致シ出尤二重封右四月十一日晦日ニ平松屋ヘ出大坂紙六江遣
【本尊開帳】（Ｃ‐15‐130）

寛政四壬子年

○本尊開帳三十三年ニ相当リ七月廿七日ヨリ八月十八日迠致開扉候右ニ付赤坂御役所御届但シ終リニも并開扉札之儀御断申上候尤使僧ニ而町庄屋問屋御油国府近所之役人何も頼置候委細宝暦辰年之開帳記録之如シ開帳諸事別帳有リ

【八所権現遷宮上葺社頭修復】（Ｃ‐15‐131）

○丑年
八所権現遷宮上葺社頭修復致ス也

大工市田町寺部弥兵衛
寛政五癸巳年六月吉日


庄屋佐治右衛門

当日致遊日



組頭七郎左衛門
氏子参詣致候



祢宜

御供備御酒等氏子ヨリも上ケ遷宮終氏子等頂戴右作料四斗六分

【御年頭参府年】（Ｃ‐15‐132）

○寛政六寅年二月

御年頭参府年ニ当リ候
【村中立合にて立林ニ願】（Ｃ‐15‐133）

○寺領原山之内東ハさせんぼうより根辻迠西ハ立□ヨリいむもち入まで峠三分通リ村中立合評義之上立林ニ願ニ付願上ル願書之通申付ル右願書証文取置有之候
【東照権現上葺】（Ｃ‐15‐134）

○同年寅之四月御祭前
東照権現上葺修復　大工新城岡本源介
【平等院雲海師門主に昇進】（Ｃ‐15‐135）

寛政六年寅十月二日

一平等院雲海師無量寿院江御移リ御門主儀御昇進先格ニ而江戸表御白書院ニ而被仰付同日献上三束二巻拝領持服二ツ白銀弐拾枚頂戴也五日御祝儀遠三六ケ寺申合六ケ寺ヨリ金七百疋上納ス無量寿院御返翰并役僧寿量院ヨリも別返書有之候　別記ニ写シアリ
【尭善夾衆のため高野山住山】（Ｃ‐15‐136）

一同―卯年二月二十四日尭善高野山住山ニ遣ス荷物都合十八〆目飛脚吉田札木町喜左衛門ヘ頼ミ大坂南太郎町二丁目紙屋六兵衛迄遣尤金子共ニ頼飛脚ニ而登セ候請取有り尭善登山節平等院雲海師昶恵師遺状ニ而無量寿院ヘ御移リ平等院ニハ留守居之節也毎度登山之節ハ空状ニ而夾衆等之儀共御頼申上来尭善ヨリ目見金百疋差上ル留守居江も銀包進上之積リ也入衆之節寺ヨリ書付ヲ取寺中不残差出遣ス也登山後無量寿院ニ被頼会下居ス
【平等院雲海師庭儀潅頂修行】（Ｃ‐15‐137）

一同七年平等院雲海師無量寿院ヘ御移後於彼院ニ庭儀潅頂修行有而九月二十八日十月三日両度也右之段平等院役僧真福院ヨリ廻章到来順達相済法言寺普門寺両寺三ケ寺ヨリ合而金二百疋拙寺方ニて書状相認献進ス右之御返翰辰之正月廿八日ノ日付ニ而二月五日在番江戸通行西室院便ニ御油宿善十郎方ニ差置連当寺江届来リ普門寺ヘ順達ス
　右御祝儀此度ハ浜名両寺冨賀寺別□ニ三ケ寺ニ而二百疋出シ候

【平等院雲海江戸通行御油御泊リ】（Ｃ‐15‐138）

一同辰年二月十九日本寺平等院雲海□無量寿院御門主江戸通行十九日御油善十郎御泊リ先達而廻状大福寺法言寺普門寺十八日是迠入来東方五ケ寺ニも此度ハ御油江目見ニ罷出シ候岩間寺ニハ病気不参前々ノ通リ半左衛門方ニ寄リ合□□両六ケ寺一寺金二百疋ツヽ東方ハ百疋ツヽ目見暮六ツ時夜４ツ時分ニ相済申候御土産風呂敷扇子二ツヽ
右之御返謝□□迠立さり直ニ申上相済候鈴木善十郎江六ケ寺ヨリ金百疋半左衛門ヘ六ケ寺ヨリ三百疋遣

○役僧延命院後見浄山江　二人ヘ二朱　一寺より

　若□へ二匁五分一寺ヨリ



半左衛門ヘ一寺ヨリ二朱ツヽ




善十郎ヘ一寺ヨリ二匁五分ツヽ




給仕人ヘ一寺ヨリ五十文ツヽ
【東照権現様御宮について報告せよ】（Ｃ‐15‐139）

一派重立候寺院之内

一東照権現様御宮従公儀御建立有之右ニ付御寄附等有之候処者勿論之事為冥加従前来自分ニ而勧請い多し罷有候ハヽ書付調早々可被差出事
卯十月右ハ寺社奉行之御書也右之通従寺社御奉行所被仰渡候間各被得其意与得相調らへ書付早々在番所迄可被差出候猶加印形無遅滞順達有之触留之寺院ヨリ此方江可被差戻候以上

寛政七卯十一月


高野山学侶　両在番印


右御触八年辰年十九日中郷ヨリ到来
【東照権現様御宮についての報告】（Ｃ‐15‐139）

一東照権現様

御宮　弐尺五寸四方　流造杮葺

右御宮従前来自分ニ而造立仕奉勧請御座候依御触書上申候處相違無御座候以上


寛政八丙辰年二月日

三州財賀寺印


江戸弐本榎高野御屋鋪


両御在番所

東照権現様御宮之義従前来自分ニ而奉勧請有之哉之御触ニ付別紙書上申候間御請取被下宜奉頼候以上


辰二月日


三州財賀寺印


江戸――両御在番所


御役僧中

【後住職願書】（Ｃ‐15‐140）

寛政十二庚申十二月朔日本寺江差出候書状之扣


後住職願書
中奉書ニ相認

一翰啓上仕候甚寒之節　尊老様倍御安泰被為成御座恐悦之御儀奉存候然者拙寺儀兼々病身近頃者別而老衰仕諸寺役等難相勤甚難渋仕候然處明年江戸御礼年ニ相当是以老年之儀御座候得者平日起居不自由寒中発病等無覚束御座候因茲後住職之儀愚弟尭善ニ附属仕度候何卒右願之通御聴済被下後住職之儀早速御許容被成下候様偏ニ奉願上候恐惶謹言

十二月朔日


財賀寺


平等院様



昶慶書判



御同宿中

　猶以久々御窺不申上奉恐入候厳寒之砌御保護被成御座候様奉存候本文ニ申上候届早速御許容被成下候ハヽ難有奉存候尤多分相成丈ハ自身可致出府存念ニ御座候得共老身故寒中之様子難相斗御願申上候以上
中奉書半切

追而申上候愚弟尭善儀在山中以御慈愍萬端御教示被下難有奉存候彼帰国後以書中御礼不申上奉背本懐候当春又愚弟高厳登山仕是又不相更偏ニ奉仰御高□候乍恐御序之砌御隋弟方江可然被仰流被下候様奉頼上候以上
　御菓子料銀壱両右願書ニ付差上候筋ニ者無之候

【昶遍前官五十回忌ニ付】（Ｃ‐15‐141）


昶遍前官五十回忌ニ付寿門主江書状之扣并返書後住之筋申上ル

一筆奉啓上候厳寒之節尊老様倍御安泰被為遊御座恐悦至極奉存候然者昶遍前官様五十回ニ付為香料方金百疋奉奠御牌前候乍恐御序之砌御廻向奉希候誠恐謹言





財賀寺


十二月朔日



昶慶書判

無量寿院様


御役僧中

　猶以誠ニ久鋪□□以書中茂不奉窺御機嫌失敬之段奉恐入候甚寒之節随分御保護被為成御座候様奉祈候以上
　右中奉書ニ相認目録相添外ニ銀壱両御菓子料差上ル

寿門主江別紙中奉書半切

追而申上拙寺儀兼而達御聴置候通病身殊ニ近頃者甚老衰仕諸寺役等難相勤難渋仕候然處明年者江戸御礼年ニ相当出府無覚束尤多分者自身出府可仕心掛罷有候得共老年之儀故平日起居不自由ニ罷成殊ニ寒中発病等茂難相斗因茲今般本寺表江後住職之儀愚弟尭善ニ被仰付被下候様願書差出申候何卒無滞御許容被成下候様御序茂御座候ハヽ乍恐可然様偏ニ奉願上候□又愚弟尭善儀在山中長々蒙御高恩帰国後以愚書御礼不申上奉恐入候当春又愚弟高厳登山仕不相更以御慈愍御教示被下候様奉希候以上

十二月朔日

【平等院よりの返翰の請書】（Ｃ‐15‐142）

辛酉正月十五日従平等院返翰到来ニ付役僧迄請書扣

杉原紙

一翰致啓上候先以改年之御吉慶不可有休期御座目出度申納候兼御安清可被成越年珍重之御儀奉存候然者従当寺去臘愚書差上申候處一昨十五日御返翰相届難有落掌仕候然處住持儀先達而申上候通参府年ニ付去ル十三日当地発足仕候留守ニ而開封仕奉拝見候茂恐多御座候間帰国次第早々再御請可仕候乍恐御前可然執成奉希候右之段申上度各様迄如茲ニ御座候恐惶謹言

正月十七日


財賀寺


平等院様



留守居



御役僧中様

　猶以住持帰国之儀来ル廿八日御礼登城二月十六日巻数献上相済申候上帰国仕候筈ニ御座候二月末三月上旬之中帰国与奉存候右ニ付而ハ御請之儀甚延引ニ罷成候間何分ニ茂可然御取成奉願上候先格者去ル十日前後発足仕候得共此度者御返翰奉相待両三日茂延引発足仕候乍憚御遠察可被下候以上
【平等院ヨリ返翰】（Ｃ‐15‐143）


平等院ヨリ返翰之写　正月十五日到来

　尚々住職継目之儀ハ尭善房登山之節可申渡候条可被得其意候已上
紙簡致披見候厳寒候処弥御堅固之由珍重ニ存候然者貴衲兼而病身ニ而寺役等難被相勤候處明年者御礼歳ニ而発病等無覚束故被致隠居後住職尭善房江被致附属度由被申越承届致許諾候間随意ニ保養専要ニ御座候右申入度如此御座候恐惶謹言





平等院


極月十三日



義弁書判



財賀寺主衲

　別啓申入候高厳房先々月与リ少々不快ニ而御座候處此節前回候間御安意可被成候寺内ノ者加筆被下尚宜申上度由ニ御座候扨又白銀壱包預恵贈不浅致祝納候尭善房并賢弟中江能々伝達申入度候最早寒中茂今少々候得共随分自愛可被成候早々敬白
【寿門主ヨリ返翰】（Ｃ‐15‐144）


寿門主之返翰同日到来則写
　尚々書中印迄ニ松煙壱包進之候

　御笑留可被成候

貴札致披見候如来示厳寒之刻弥御安全被成法勤珍重之到ニ存候拙老無相替儀致在務候御体意可被下候然者当年昶遍師五十回忌ニ付為香料方金百疋預恵投御厚志之段早速牌前江香花相備申候於此方年回之儀先達而引上相勤申候猶期後音之時候恐惶謹言





無量寿院


十二月十三日



雲海書判



財賀寺主衲
副啓致披見候近年来御病身老衰別而明年者江戸御年礼相当候出府等も如何之由ニ而尭善房江寺被成附嘱度右之趣平等院江御願越之段御尤ニ存候平等院ヨリ右之趣愚老江物語有之尭善房人躰相応ニ候間許容可申進との事ニ御座候間入院式等御営可被成候委曲平等院ヨリ可申進候尚又高厳房儀先達而ハ少々不快ニ茂御座候得共此節者随分堅固ニ致出精住山候間是又御安心可被成候以上
【尭善への譲与の許可の御礼】（Ｃ‐15‐145）


平等院江差出候書状扣

　猶以此節暖和ニ相成候随分御健ニ可被為入之様奉祈候以上

一翰啓上仕候雖事旧候倍御安全被為成御迎陽欣然之到ニ奉存候然者先達而隠居并後住之御願申上候処当正江戸御年礼ニ而拙老道中茂無覚束ニ付右御返翰相待罷有候處出立段々延引ニ相成候故拙老参府仕候出後御返書到来仕候得共当寺ニ而者開封茂難仕為御請先達而御役僧中迄書状差出進候旨御承知可被下奉存候拙老儀江戸表御年礼并二月十六日巻数献上首尾能相勤漸先月廿八日帰寺仕早々御返翰拝覧仕候處御願申上候通拙弟尭善江可致譲与之旨願之通被仰付奉承知之本懐之至不浅仕合奉存候右之御礼申上度御届旁以愚書申上候恐惶謹言





財賀寺故住持


三月八日



昶慶書判


平等院様



御同宿中

【昶運への譲与の許可の御礼】（Ｃ‐15‐146）


同当躰ヨリ差出候書状扣

猶以久々不奉得拝顔候得共御機嫌克被為遊御座奉恐慶候追々暖気ニ相成可申候随分御保護被為成御座候様奉存候以上
一筆啓上仕候暖和ニ御座候之處先以尊衲様益御安泰可被為遊御座恐悦之御儀奉存候然者老師儀病身ニ而諸寺役難相勤ニ付住職之儀拙僧江致譲与度旨先達而御願被申上候處御許容被成下候而願之通拙僧江後住職被仰付難有奉承知候因之今般継目之御届申上度先格之通乍略儀以飛脚便銀五枚上納之仕候近年内登山仕而拝顔御礼可申上候右入院之御届為可申上如斯ニ御座候恐惶謹言





財賀寺


三月八日



昶運書判


平等院様



御同宿中

右二封白木状箱ニ入目録相添三月十日早飛脚ニ而差出ス

【昶運逝去葬儀のあらまし】（Ｃ‐15‐147）


昶厳記録

先住昶運法印文化九壬申年五月五日ヨリ発病医療不相叶同月廿三日昼七ツ時逝去同廿九日葬儀相営申積リニ定候処廿八日山崩洪水ニ付六月三日江相延シ摩訶耶寺法幢法印焼香導師ニ頼葬送相済同日七ツ過帰寺被致候翌四日三日目ノ法事勤先格之通リ庄屋組頭惣百姓ヘ
一飯給させ申候一汁三菜ニ而

一同月廿七日七ツ時分大雨夜中同断

一廿八日明六ツ時分益大雨昼四頃ヨリ下番所上通六ケ所大ニ山崩六畳鋪上茶之間ノ屏同じく外縁竹縁持仏湯殿之外ト通リ不残大破其外下台所米蔵味噌蔵の裏通リ柱等過半損し別而下台所六畳者縁下ヘ砂入板鋪まて損門外隠寮高石垣并ニ土屏大途破損平中門前村方往還作場道共ニ水損寺領四拾石余も川欠砂入ニ而荒地ニ成リ候誠ニ未曾有之洪水村役人共も水損之届ニ来ル都而往来通絡不相叶何之日々人足申付村方往来通絡出来候様ニ申渡ス
一昶運遷化日記別ニ有爰ニ者荒増ヲ記ス

一金壱両壱分
　右者手作扣堂尓や栃ノ木田方砂入川欠日用代墨鍬ヘ渡

一金二方　手作砂入所々日用払
一金壱両壱分ト四百五拾文

　右者庄屋組頭田所不残荒地ニ罷成候故墨鍬ヘ相渡し此方ヨリ起シ遣ス庄屋佐次右衛門代
一金壱両三分
　寺中裏通リなぎ引山崩之土凡十坪之積ニ而村方之者ヘ渡ス世話人下サワキ半兵衛村佐次右衛門

一門前通リ隠寮石可け土屏并土手八拾人工手間かヽる是ハ大代村墨鍬吉蔵兄弟相頼十日壱分也
一村方往来作場道造リ人足凡ソ三百人余かヽる米壱俵遣ス
一村方百姓水難ニ而致難儀由ニ聞候故当申八月男松ガ沢松木為救遣代金凡五両程之積






世話人　萩村庄左衛門







豊川村木挽新蔵

【病気のため年頭参府断りの承認】（Ｃ‐15‐148）

（挿入Ⅱ開始）

高野寺ヨリ之御状写

御使札致拝見候然者来寅正月御年頭参府年ニ相当候処貴院当春已来御病気ニ而御難渋之旨ニ付来正月御年頭参上候儀難相成ニ付
御奉行所江御断申上儀両在番所江願出被差越早速及披露候処病気無據儀被聞届候此段手前共ヨリ可申述旨在番中被申付如此御座候以上

十二月十九日



正覚院







高善院


財賀寺法衲

尚以厳寒之時節御病気御保護専要之御儀ニ御座候扨又宝金壱歩宛両在番江被相送致披露候処過料之至宜手前共ヨリ御礼可申述旨被申付候且手前共ヘも方銀壱歩宛送リ被下被御念入之御儀忝致受納候此段御礼申述度如此御座候以上
右之通ニ御座候

【義英所移之砌の伝達事項】（Ｃ‐15‐149）

文政九丙戌年義英所移之砌

本寺江書翰往復等其外江戸願書等諸入用書付宝蔵ニ有之候之事

昶厳法印代本寺ヘ書翰書留土蔵ニ有之候

先住遷化葬式帳面同断之事

入院入用諸帳面土蔵有之事

雲谷普門寺補住職隆賢相頼之節諸入用書付等箪笥引出ニ有之事
御触扣帳土蔵有之事其外万端公辺入用書□□土蔵ニ有之候

（挿入Ⅱ終了）

【申年免定】（Ｃ‐15‐150）


申年免定

一高拾壱石四斗壱升二合　当検見引
一高三拾壱石壱斗七升九合　荒地了簡引

一米八石六斗三升　人足昼扶持ニ引

右今年荒地人足千七百廿六人

壱人ニ付五合ツヽノ積リ

納米

　四拾八石弐斗三升六合

荒地帳人足附立帳免定等別ニ扣アリ石荒増ヲ記ス

【酉年免定】（Ｃ‐15‐151）


酉年（文化10年）
一免定扣別帳ニ記ス
【八所権現遷宮上葺】（Ｃ‐15‐152）


戌年（文化11年）
一八所権現遷宮上葺致シ棟箱新ニ取替者也

文化十一年甲戌六月十二日




大工萩平村

当日



平井冨平弟子

致遊日氏子


同邑三吉
参詣致候


嵩山村久六
御供備神酒等


庄屋　佐次右衛門

此方ヨリも献し


組頭　孫左衛門

遷宮終氏子等


祢宜　平次郎
頂戴右作料此度ハ氏子ヘ可け不申候

奉上葺東照大権現宮

裏ニ　文化十一年甲戌六月吉日



陀羅尼山財賀寺




現住法印昶厳





明慶




衆僧
昶誓




坂津寺弟子義昭



大工萩平邑




平井冨平弟子




同邑
三吉

【年頭御礼参府】（Ｃ‐15‐153）


亥年（文化12年）
一文化十二乙亥年年頭御礼順年ニ付正月十二日発駕吉田宿迄駕籠ニ而下男久蔵召連当日舞坂泊リ翌十三日浜松宿連尺町なべ屋尓て摩訶耶寺大福寺ニ出合同道尓て江之嶋鎌倉ヘ参詣致し駅々無滞廿日江戸本名町四丁目新道山口や彦兵衛方江着申候
正月廿八日御年礼二月六日巻数献上無滞相済翌十七日江戸発足ニ而長途無恙同月廿四日帰峯申候往来駕籠人足等ハ昶運記録ニ准シ送向度之候故爰ニ不記

【当国三拾三所観音御開帳願】（Ｃ‐15‐154）


乍恐以書付奉願上候事

　当国三拾三所観世音菩薩

右利益衆生為報恩謝往之同志之者共連々申合多年願望ニ付来亥二月廿七日与利三月廿九日迄三十三日之間同時一同之御開帳奉願蒙結縁之大慈大悲度奉存候何卒格別之御憐愍を以御聞済被下置於達現当之本懐者無此上難有仕合奉存候以上

文化十一年　戌十月


願主連名之内惣代



日下部村　田中三郎兵衛印



金屋村　　中尾与惣次印


牛久保村　靎田九郎三郎印



同所　　　伊藤七右衛門印

第八番　御札所


財賀寺　御役僧中様

右依願主之趣ニ当国三十三所同時一同之御開帳当亥ノ二月ヨリ三月まて相勤者也


右開帳中諸帳面扣等別ニ有之

【赤坂御代官引越】（Ｃ‐15‐155）

一四月朔日赤坂御代官

伊奈玄番殿御引越ニ付代僧ニ而右御歓申入ル尤先月廿九日引渡等相済候趣ニ而今日代僧遣申候音物等ハ一向入不申候手札案文昶運師諸記録ニ委ク有之故略之尤閉帳届茂取次宿ヘ内談之上相済シ帰リ申候
（貼付紙に）

伊奈玄番殿御手代


秦純右衛門


野田順八

（貼付紙ここまで）

【東照宮二百廻遠忌】（Ｃ‐15‐156）

一文化十二乙亥年四月十七日

東照宮二百廻遠忌ニ相当リ浜名大福寺会所ニ相頼遠三門中不残其外相雲寺長仙寺松本寺応賀寺坂津寺等同月十六日ヨリ集会致シ当日庭儀曼荼羅供修行致し候古例者無之候得共今度ハ門中示談之上右様相勤申候於当山茂三月十七日理趣三昧相勤一汁二菜ニ而寺中ヘ斎ヲ致シ門谷寺村役人等呼神酒出し惣百姓ヘも御備二ツツヽ為致頂戴酒三献為呑取肴二種出シ相済候
【人別御改年ニ付目録三通差出】（Ｃ‐15‐157）


子年（文化13年）
一当子年人別御改年ニ付在番所ヨリ御触書三月十九日到来則七年以前午年差出候通寺中人数書一冊百姓人別帳壱冊鉄鉋証文壱通右三通目録書相添五月廿三日平松店ヘ相頼飛脚便リニ而差出ス
【正月御年頭の断り】（Ｃ‐15‐158）

午正月御年頭御断写

一来午正月御年頭参府年相当候處拙寺義此節大病相煩出府難仕候ニ付御断御願申上候右之趣御奉行所江被仰上可被下奉願上候以上


文政四辛巳年十二月日






三州宝飯郡　財賀寺印


江戸芝弐本榎高野御屋鋪


両御在番所



右壱通相認メ紙ハ中直紙但シ立紙也　上包み美濃紙之事

役僧ヘ遣ス書状之写


口上之覚

一以飛脚御願申上候来午正月七年目御年頭御礼年相当候處拙寺義当春已来病気此節大病相煩参府難仕候ニ付御年頭之義御断御願申上候此段宜奉願上候薄儀之至ニ御座候得共
両御院家様江御扇子料差上申候宜御執成被仰上御披露之儀奉願上候以上






三州宝飯郡


巳十二月日



財賀寺印


江戸芝弐本榎高野御屋鋪


両御在番所



御役僧中様

右奉書半切ニ相認メ上紙美濃紙之事　白遍ぎ弐枚
両御院家様金子百疋宛弐包

両御役僧中様南鐐一片宛弐包

金子百疋ツヽ弐包ヲ又上ヲ壱包致シ上ニ両御院家様与書付南鐐一片ツヽ弐包又上壱所ニ上包致上ニ両御役僧中様と書付願書添状名々白遍ぎニ入レ上封ジ念入其上ヲ油紙ニて包指札宗旨証文之通ニ致し差出シ申候
【正月御年頭の断りの請取り】（Ｃ‐15‐158）


在番ヨリ請取之写


覚

一口上書

壱通

一断届書

壱通

一菓子料

壱通


御在番ヘ

一同


壱通


役僧ヘ

右之通慥ニ受取申候以上




年頭番





親王院役僧

巳十二月



吉祥院印


財賀寺使中

右之通請取斗リニ而返書不参巳極月二日早朝出立使者ハ当領内庄屋佐次右衛門供ハ源七忰安蔵ヲ遣ス同八日江戸ヘ着無滞相済同十九日帰国ス




侍
壱人





供
壱人

【昶秀永範房加行】（Ｃ‐15‐159）

一昶秀永範房加行文政五年三月吉日住持病気ニ付普門寺義英法印江頼九月首尾好結願村方庄屋組頭呼寄せ昶秀永範義も加行首尾好相済候ニ付明後日披露候間惣百姓召連正四ツ時可相登旨申渡ス庄屋組頭弐本入壱酒壱升惣百姓ヨリハ扇子箱斗リ上ル広間ニおゐて行者目見庄屋組頭惣百姓共例座ス跡ニ而餅弐ツツヽ酒三献ツヽ肴三品見合其後皆々早々退出在所一家共ヘも餅遣ス普門寺江ハ明日使ニ而餅并酒壱升遣ス門谷寺ハ無住故不呼役僧淳道同宿雲谷弟子□伝納所良助大部先例之通リ不及知
【国高を改めて取調べのこと】（Ｃ‐15‐160）


高寺ヨリ之御触也

天保三壬辰年二月御触到来御触写也

諸国惣御国高之儀元禄享保之度御調有之候處年暦茂相立増減も可有之儀ニ付猶又此度取調被仰出候ニ付銘々一領限リ村方一村毎ニ認分御朱印地寺社領除地供認メ加江新田高之分も廉限リニ取調早々御勘定所江可被差出候委細之儀者御勘定所可被談候右之趣万石以上以下領分知行給知有之面々并寺社領共不洩様可被相触候十一月右之趣可被相触候
此度諸国御料私領惣御国高取調候　仰付候一村限金当時之高辻不洩様別紙案文之通取調早々御勘定所江可差出旨村垣淡路守土方出雲守申聞候事　十二月
〆委細当山高帳書上差上候扣等別ニ記し有之候

【国府三家鎮守棟札】（Ｃ‐15‐161）
国府三家鎮守棟札
平松弥作




同　弥平太




同　平治郎


享和三癸亥年
財賀寺勧請師権大僧都法印昶運敬白







助衆　昶荘

（キリク）奉新造立稲荷大明神社一宇


六月吉祥日
身体納受三家守護所願成弁







平　政寿







平　政通







平　政恭







平　政方

（キリク）奉新造立稲荷明神諸眷属等社一宇




身体納受三家守護攸


右年号月勧請導師願主姓名等全如上

右両社鎮座




平松弥兵衛　屋鋪
【下千両村熊野三所権現遷宮棟札】（Ｃ‐15‐16）
○下千両村遷宮棟札







禰宜　大井忠三郎政重


文化二乙丑歳
遷宮師財賀寺住侶
庄屋　同　甚吉政次

（キリク）奉上葺熊野三所権現社一宇

組頭　同　九郎左衛門政雪


三月吉良辰
大法師英尊教山房
同　　日恵野与次右衛門長利






年寄　大井源兵衛常次







同　　同　弥右衛門宗泰







同　　同　五左衛門正標







同　　同　藤九郎正直








惣氏子中
裏ニ



葺師当国宝飯郡清田村







石原金吾為如

（ボロン）一天昌平郷内安全守護所
同栃原邑平木仙蔵






同清田邑石原吉蔵






同鉢地邑中川甚吉

【下千両村犬頭宮遷宮棟札】（Ｃ‐15‐163）

○下千両村遷宮棟札


権現

（キリク）奉

下チギリ




禰宜　大井忠兵衛正成


安永六丁酉年○威光倍増攸

庄屋　同　孫三郎政繁

（バン）奉上葺犬頭宮一宇

　
年寄　〃　五左衛門恭鎮

　八月十一日
遷宮師財賀寺

組頭　〃　藤九郎督能





門谷寺

百姓代宇野善左衛門歳延








惣村氏子中


西之郡清田村　石原幸七

裏（ボロン）
葺師同所　五井村　大村与市



吉良荘坂井村　杉浦一次郎

【下千両村熊野三社権現上葺棟札】（Ｃ‐15‐164）

同




禰宜　大井忠三郎
△葺師


天明六丙午年四月十五日

庄屋　大井甚吉

岡崎唐沢丁

（キリク）奉上葺熊野三社権現

組頭　小林善右衛門
石原勇助


遷―師財賀寺末門谷寺

年寄　大井五左衛門
石原半七






〃　　〃　九良左衛門
鳥山新蔵






同　　宇野善左衛門
田中喜三郎






惣氏子中

倉橋伝八

【下千両村犬頭宮上葺棟札】（Ｃ‐15‐165）


天明六丙午年
遷宮師財賀寺内昶義○
禰宜　庄屋　葺師モ同

（バン）奉上葺犬頭宮一宇


組頭　年寄


四月十五日



右ニ同シ







惣子中

【下千両村諏訪大明神再造立棟札】（Ｃ‐15‐166）

同所


天明六丙午年
遷宮師財賀寺内昶義

（バイ）奉再造立諏訪大明神一宇

禰宜役人葺師同前

四月十五日

大工吉田荘野田村渡辺七郎右衛門

【下千両村犬頭宮上葺棟札】（Ｃ‐15‐167）

下千両







禰宜　大井忠三郎正重


寛政九年五月十一日


庄屋　宇野四郎左衛門正篤







組頭　大井源兵衛正利

（バン）奉上葺犬頭宮一宇威光倍増攸

同　　大井九郎左衛門正秀







年寄　大井五左衛門正標


遷宮師財賀寺住侶昶運


同　　大井甚吉正治







同　　宇野善左衛門歳延




西郡清田邑家根師





石原与八郎為親

（ボロン）葺師


同苗　金吾





同苗　吉蔵




栃原邑
平木仙蔵

【下千両村犬頭宮上葺棟札】（Ｃ‐15‐168）

下千両村







禰宜　大井忠三郎政重


文化第八辛未歳閏二月二十五日

庄屋　大井九郎左衛門正義







組頭　大井五左衛門正標

（バン）奉上葺犬頭宮一宇威光倍増攸

　　　古川甚右衛門正房







年寄　大井源兵衛常次


遷宮師財賀密寺住侶光海


同　　大井弥右衛門稟泰







同　　大井藤九郎正道

裏





岡崎十王町　倉橋次郎吉道□

（ボロン）葺師


鉢地村　　　中川甚吉

【下千両村社宮司神祠修復棟札】（Ｃ‐15‐169）


安永七戌戊年并十辛丑

（バン）奉修復社宮司神祠一宇諸願成就所


五月吉祥日

ウラ書（ボロンシュリ）願主清田村小田氏　半兵衛　伝吉　敬白

【堹上村北野天満宮上葺棟札】（Ｃ‐15‐170）

○当国八名郡堹上村


延宝五年


神主藤太夫

（ウン）奉上葺北野天満宮一宇郷中繁昌所






大工権田市衛門


丁巳九月十三日

宮僧財賀寺西林坊賢覚

裏書ニ　三州八名郡深田郷堹上村願主惣氏子

【堹上村天神宮修補棟札】（Ｃ‐15‐171）




従永禄七座次第
禰宜　山本久左衛門永光


三州八名郡深田郷堹上村
田鍋永次
右者永次座次之





藤原常信
佐藤兵九郎藤原高重





同　重孝
右ハ重康座次之

（キャ）奉修補天神宮一宇威光倍増所


福田兵十郎藤原照意





田鍋盛宣
右ハ常信座次之


維時


同　成光
山本重太夫田鍋盛正


　寛延四辛未霜月朔日
同　守武
右ハ盛宣座次之


吉田城主松平伊豆守


佐藤佐兵衛政芳








惣氏子（）

（ボロン）遷宮導師財賀寺末



阿闍梨門谷寺隆海

【堹上村天神宮修補棟札】（Ｃ‐15‐172）




従永禄七座次第
禰宜　山本久左衛門田鍋永久


三州八名郡深田郷堹上村
田鍋永次
右者永次座次之





藤原常信
佐藤兵九郎藤原高重





同　重孝
右ハ重康座次之

（キャ）奉修補天神宮一宇威光倍増所


福田兵十郎藤原常広





田鍋盛宣
右ハ常信座次之


維時


同　成光
山本重太夫田鍋盛正


　宝暦八戌寅年

同　利守
右ハ盛宣座次之

裏書ニ





吉田城主松平伊豆守
佐藤佐兵衛政芳


願以此功徳普及於一切



惣氏子（シュリ）

（ボロン）

我等與衆生皆共成仏道
遷宮師財賀寺






福泉坊昶応

【堹上村天神宮修補棟札】（Ｃ‐15‐173）

禰宜　山本久左衛門田鍋永光


三州八名郡深田郷堹上村

田鍋永次
田鍋利守






藤原常信
山本重太夫田鍋盛正

（キャ）奉修補天神宮一宇威光倍増所
田鍋盛宣
右ハ盛宣座次之






同　成光
藤原四郎左衛門尉


　天明元辛丑年六月吉祥日
同　守武
同　源衛門尉








藤原重孝








右者佐藤兵九郎次之


吉田城主松平伊豆守


佐藤佐兵衛政芳

裏書（ボロン）





惣氏子（シュリ）

遷宮導師陀羅尼山財賀寺



大工文右衛門



住侶昶厳

右（ハ安永十也）天明元辛丑年遷宮之節写之置者也

永禄十三年ノ棟札写ハ下ニ有

【上千両村牛頭天王宮新造立棟札】（Ｃ‐15‐174）

○

当国上千両村棟札写


遷宮導師財賀寺福泉坊



巧匠当―牛久保住岡田善三郎源成房





同苗善左衛門源儀成

（バイ）奉新造立牛頭天王宮一宇



木挽西郡平田村　西浦碊右衛門



願主当村
岩瀬小□衛門重具

裏書ニ御代官岩室伊右衛門殿



大工岡田善三郎弟子
山本市十郎




市田喜平次
中根市三郎




浅味辰之助
鈴木助十郎




竹鳥由右衛門
原田伊三郎






野口忠八郎



葺師
牛久保村
浅岡左五右衛門






〃　幾右衛門





長草村
　　伊右衛門

【上千両村牛頭天王宮葺納棟札】（Ｃ‐15‐175）

○


遷宮師陀羅尼山財賀寺





住侶　昶義

（バイ）奉葺納牛頭天王宮


天明七年丁未正月吉日




上千両村





禰宜岩瀬重次藤原重春





名主同苗小右衛門久隆





木挽岩瀬源右衛門

裏書

（ボロン）御地頭巨勢幸十郎殿



葺主
岡崎から沢町





石原勇助





〃　半七




同□□町





倉橋伝八



大工下千両村





宇野八十八


右天明七丁未正月晦日岩瀬小右衛門宅ヘ落着

【上千両村牛頭天王宮上葺棟札】（Ｃ‐15‐176）

同上千両村棟札

○明和五戌子年四月七日



禰宜
岩瀬和泉守





藤原重具　七十四才






想氏子息災

奉上葺牛頭天王宮社内安全

延命所願

成就敬白



屋禰屋本宮長山村





□川市三郎



大工下千両村





大井藤蔵冒方


以上

【長草村柏木大明神新造立棟札】（Ｃ‐15‐176）


正徳五年未十一月吉日


村中惣氏子繁昌

奉新造立柏木大明神宮郷内之所


天下和順日月清明


遷宮林喜太夫

【長草村柏木大明神遷宮棟札】（Ｃ‐15‐176）

天下太平
明和六己丑年

三州宝飯郡長草村

奉遷宮柏木大明神郷内繁昌攸

国土安全
三月廿五日
神主
林喜太夫藤原清照

【長草村柏木大明神遷宮棟札】（Ｃ‐15‐176）


寛政三辛亥年
当国陀羅尼山財賀寺末遷宮師門谷寺□恵

（バン）奉遷宮柏木大明神社一宇郷内繁昌攸


四月六日


神主喜太夫







庄屋九郎右衛門







組頭喜右衛門







百姓代治助







　　彦太良

【長草村稲荷大明神社遷宮棟札】（Ｃ‐15‐176）


同年

（キリク）奉遷宮稲荷大明神社一宇郷内繁栄攸


同月同日



同□

【稲束村八幡宮上葺修補棟札】（Ｃ‐15‐176）

○当国宝飯郡稲束村遷宮棟札


文化三丙寅年
遷宮師財賀寺住侶
禰宜寺部九郎左衛門

（キリク）奉上葺修補八幡宮一宇


三月吉良辰
大法師英尊教山房

裏




葺師







伊藤喜兵衛







同　善蔵

（ボロン）一天昌平郷内安全守護所

同　喜太郎







大工吉助







木挽治郎作

【堹上村天神宮修補棟札】（Ｃ‐15‐177）

○三州八名郡深田郷堹上村

（キャ）奉修補天神宮一宇威光倍増所


此時寛延四辛未霜月朔日

裏書

願以此――吉田城主松平伊豆守

佐藤佐兵衛政芳


―――――遷宮師財賀寺



（シュリ）

（ボロン）

福泉昶応

惣氏子




従永禄七座次第


田鍋永久




田鍋永久　禰宜山本久左衛門




藤原常信
右者永次座次之




同　重孝
左ハ佐藤兵九良藤原重高






右ハ重康座次之




田鍋盛宣
福田兵十良藤原常広




〃　成光
右ハ常信座次之




〃　守武　
山本重太夫田鍋盛正


　
　
同　利守
右ハ盛宣座次之

【堹上村天神社上葺棟札】（Ｃ‐15‐178）

堹上村


天明元辛丑年
遷宮師陀羅尼山財賀寺住侶昶厳

（キャ）奉上葺天神社一宇神体納受郷内安全守護所


六月吉祥日
願主

惣氏子敬白


吉田城主松平伊豆守
佐藤左兵衛政芳
　禰宜―

（ボロン）


惣氏子中（シュリ）大工文右衛門

【鳥河村大明神造立棟札】（Ｃ‐15‐179）

○当国額田郡鳥河村






△マキ□





　
〃□□


増長天
持国天

大工戸槙政七良


（キリク）奉造立大明神上葺本願九良左衛門


広目天　多聞天

助持諸旦那
額田郡鳥河村之内


権大僧都源泉也

禰宜与太夫之

裏ニ于時元和四年戌午卯月廿三日


財賀寺


金子一了雲州之□□平右衛門

【鳥河村白鬚大明神社上葺棟札】（Ｃ‐15‐180）


慶安弐年己丑

導師財賀寺西林坊

（キリク）奉上葺白鬚大明神社参州額田郡鳥河郷一宇棟簡所願成就所敬白


二月十三日

本願片阜加右衛門

△白鬚明神ハサルダヒコノ尊（ミコト）ヲ祭ル○又釈書廿一石山寺ノ下ニ比良明神又ハ白鬚明神ト□

【鳥河村大明神尊上葺棟札】（Ｃ‐15‐181）


宝暦十一年

願主
惣氏子
敬白

（キリク）奉上葺大明神尊所願成就如意処


辛巳七月吉日

道師
林瑞寺
実香





名主
片岡利右衛門

ウラ三州額田郡鳥河村

組頭
山口与左衛門





神主
松田弥市右衛門

【鳥河村白鬚大明神社上葺棟札】（Ｃ‐15‐182）


安永七戌戌年

遷宮師陀羅尼山財賀寺住侶

（キリク）奉上葺白鬚大明神社一宇

（）


四月吉祥日

願主惣氏子
敬白






□禰在番


ウラニ（バン）三河国額田郡鳥河村
庄屋

片岡利右衛門重英

組頭

伊与田幸八






葺師

――幸七

【吉良の不思議な尼安昌について】（Ｃ‐15‐183）

三河国幡豆郡吉良庄古見村　又巨海ト云
天祥山長寿寺　承久年中為尼寺ト云　今住尼名曰安昌明和三丙戌年四十二歳水穀不食二十三年月水不下無為大小便寒暑常綿入衣一衣顔色青白不問無言寂寞無為也地蔵堂之堂守也支配者同所岩瀬勘右衛門者也供物茶湯總勘右衛門献之尼朝夕看経勤之而已　御朱印六石御続目之節者勘右衛門出府長寿寺本寺者同所西之町瑞境山実相寺臨済宗也西町ヨリ巨見村法一里余安昌尼曽云無奇異也時而夜夢不知誰呼安昌覚テ見ルニ無人唯異馨□馥焉有生者不因飲食而存者天地間又何物之有乎難思議者此尼也哉
明和三丙戌春三月記之
今歳秋没矣聞奇異ノ事ナシト
【財賀寺から近隣への道法の報告】（Ｃ‐15‐184）

○宝暦十三年未八月廿二日赤坂御役所ヨリ申参候而指出候書付之扣　御朱印相渡リ候已前ニ申来候也




財賀村　
財賀寺
岡部主水殿知行所
平尾村江
廿町餘
巨勢日向守殿知行所
千両村江
十八町餘

鍋嶋帯刀殿知行所
萩村江

壱里餘

馬道通リ也

御料


赤坂宿江
弐里餘

右同断

右者財賀寺領近隣村々并御料宿江道法書面之通御座候以上






財賀寺


未八月




役僧印


岩出伊右衛門殿



御役所

【橋尾村牛頭天王新造立棟札】（Ｃ‐15‐185）



願主禰宜竹生次郎兵衛


寛文三年
財賀寺遷宮師勧学坊

（バン）奉新造立牛頭天王一宇棟札郷内繁昌所


卯之七月吉日



願主庄屋
竹生孫右衛門
大工一宮





同　清右衛門
権田新右衛門重能

裏ニ三州八名郡橋尾村伍大力菩薩時之御地頭同国吉田之城主小笠原壱岐守様当社及破損之砌重々御訴訟申上□儘材木申請建立遂本望是書事

【橋尾村牛頭天王社修理棟札】（Ｃ‐15‐186）





内藤市郎右衛門


寛保元年　―
願主禰宜竹生九郎左衛門





遷宮師一宮神主

奉修理牛頭天王社一宇
草鹿砥民部少輔従五位下藤原延貞


辛酉六月
願主庄屋竹生孫右衛門





同　清右衛門
大工豊川村　安藤忠三郎





同　孫左衛門

裏ニ時之御地頭吉田城主

松平豊後守三州八名郡橋尾村

【橋尾村天神社上葺棟札】（Ｃ‐15‐187）





内藤市郎右衛門


寛延二巳歳
願主禰宜竹生九郎左衛門

奉上葺天神社一宇
遷宮師一宮神主草鹿砥民部少輔従五位下藤原延貞


二月吉日
願主庄屋竹生㽵三郎





同　庄次郎





同　孫左衛門

裏ニ時之御地頭吉田城主松平豊後守三州八名郡橋尾村

【橋尾村天神社上葺棟札】（Ｃ‐15‐188）





内藤市郎右衛門


宝暦十一辛巳年
願主
竹生㽵三郎正現

（キャ）奉上葺天神社体納受郷内息災守護所


四月吉祥日
願主禰宜竹生九郎左衛門





同　清右衛門





同　孫左衛門

裏ニ（ボロン）時之御地頭吉田城主松平伊豆守　三河国八名郡橋尾村



遷宮師陀羅尼山蘇悉地院財賀寺

【橋尾村牛頭天王社上葺棟札】（Ｃ‐15‐189）





内藤市郎右衛門


宝暦十一辛巳歳
願主
竹生㽵三郎正現

（バイ）奉上葺牛頭天王社神体納受郷内安全守護祈攸


四月吉良辰
願主禰宜竹生九良左衛門





竹生清右衛門





竹生孫左衛門

裏書

三河国八名郡橋尾村

（□□）遷宮師陀羅尼山蘇悉地院財賀寺

時御地頭吉田城主松平伊豆守

【堹上村天神社棟札】（Ｃ‐15‐190）

当国堹上村天神社内棟札

八名郡深田郷

永禄十三年庚午卯月廿六日今水寺供僧等北野天満宮勧請



大工一宮助五郎


禰宜
一左近大夫田鍋永次



二藤原常信三田鍋利守


四田鍋盛宣


五〃　成光六田鍋守茂


藤原七四郎右衛門八同源右衛門

此外ノ棟札上ニ写有之

【足山田村羽鳥大明神上葺棟札】（Ｃ‐15‐191）
○足山田村棟札


三州宝飯郡足山村神主藤左衛門

（キャ）奉上葺羽鳥大明神宮社



郷中安全守護攸


遷宮師財賀寺住侶昶純敬白

（ボロン）明和三丙戌二月十九日



願主惣氏子
名主大谷半次郎





同所同　幸右衛門

【足山田村羽鳥大明神上葺棟札】（Ｃ‐15‐192）


三州宝飯郡足山田村神主加藤々左衛門

（キャ）奉上葺羽鳥大明神宮社郷中安全守護所

遷宮師財賀寺住侶昶運



助衆昶賢

（ボロン）寛政十二庚申四月十八日



願主惣氏子
名主
権田五兵衛





同断
大谷乙八
【鳥川村白鬚大明神社上葺棟札】（Ｃ‐15‐193）
鳥川村宮棟札

表
文化三丙寅歳
遷宮師陀羅尼山住侶昶周

（キリク）奉上葺白鬚大明神社一宇


四月吉祥日
願主惣氏子敬白





当祢宜番






庄屋　伊与田九郎左衛門






組頭　大竹与右衛門

裏




同　　松田弥左衛門

（バン）三河国額田郡鳥河村

同　　片岡利右衛門






同　　今泉亀之助





当国宝飯郡萩村






　　　藤原喜兵衛






葺師　同　喜太郎





　　　同　善蔵

【下千両村熊野三所権現上葺棟札】（Ｃ‐15‐194）
表





祢宜　大井忠三郎政重


文政二己卯年
遷宮師財賀寺住侶
庄屋　宇野四郎左衛門正春







相添　大井要八郎親治

（キリク）奉上葺熊野三所権現社一宇

組頭　山口平八郎正直







同　　日恵野與次右衛門長利


三月吉良辰
大法師光貫明慶房
年寄　大井源兵衛恒治







同　　同　九郎左衛門正雪








惣氏子

裏




葺師
栃原村
平木仙蔵

（ボロン）一天昌平郷内安全守護所

萩村
大井喜太郎





大工
当村
大井五左衛門

【鳥川村白鬚大明神社上葺棟札】（Ｃ‐15‐195）


鳥河村棟札

表
文政四辛巳載遷宮師財賀寺住侶義峯

（キリク）奉上葺白鬚大明神社一宇


三月吉祥日
願主惣氏子
敬白

裏





当祢宜番
片岡彦太郎

（バン）三河国額田郡鳥河村


庄屋

同　弥右衛門







組頭

松田嘉七郎







葺師当国栃原村
平木仙蔵

【下千両村熊野三所権現上葺棟札】（Ｃ‐15‐196）

下千両村遷宮棟札


祢宜
大井忠三郎政重






預祢宜
大井源兵衛常次

文政九丙戌年
遷宮師財賀寺住侶
庄屋
宇野四郎左衛門正春
（キリク）奉上葺熊野三所権現社一宇

組頭
大井藤九郎正通


八月吉祥日
大法師義然教伝房
同
大井弥三郎政次







年寄
大井九郎左衛門政雪







同
大井五左衛門正標








惣氏子中







当村大工
山口源八郎光浦







古宿町大工
鳥山市太郎徳治

（ボロン）一天昌平郷内安全守護所

下佐脇村大工
辻久作







当村大工
山口浅吉

【下千両村諏訪大明神上葺棟札】（Ｃ‐15‐197）

文政九丙戌年
遷宮―

（バイ）奉上葺諏訪大明神社一宇


右ニ同裏右同


八月吉祥日
大法師―

【下千両村犬頭宮上葺棟札】（Ｃ‐15‐198）

（バン）奉上葺犬頭宮一宇威光倍増攸







西之郡□□邑

裏（ボロン）



葺師

石原金吾為如








同　幸七








同　喜代八








榊原金作
【鳥川村白鬚大明神社上葺棟札】（Ｃ‐15‐199）


天保四癸巳年
遷宮師財賀寺住侶昶光

（キリク）奉上葺白鬚大明神社一宇


卯月吉祥日


願主惣氏子敬白







当祢宜番
片岡喜太郎

（バン）三河国額田郡鳥川村


庄屋

同　利右衛門







組頭

伊与田九郎左衛門






当国宝飯郡清田村
石原幸七









同　喜與八






同　金割村大工

山本久兵衛






額田郡宮石村大工
深津豊蔵

【下千両村熊野三所権現上葺棟札】（Ｃ‐15‐200）


下千両村遷宮棟札


天保八丁酉年
遷宮師財賀寺住侶

（□）奉上葺熊野三所権現社一宇


六月吉祥日
大法師義応真朋房






祢宜　大井忠三郎政重






庄屋　宇野四郎左衛門正春






目加役大井源兵衛門常治





組頭　森田九郎治






同　　大井佐五衛門節義






年寄　大井萬治郎甫竹






年寄　大井五左衛門正標






同　　宇野助左衛門正直







惣氏子中






葺師清田村

（ボロン）一天昌平郷内守護所

石原喜代八為如






橋本長四郎






大工同人

【下千両村犬頭宮上葺棟札】（Ｃ‐15‐201）

下千両村遷宮棟札
文化四丁未年八月吉祥日

（バン）奉上葺犬頭宮一宇威光倍増攸


遷宮師財賀寺住侶義□真順房




祢宜
大井次郎右衛門正成




庄屋
同　佐五衛門節義

（ボロン）


組頭
森田九郎治暉見



同
山口五郎八




年寄
大井萬治郎甫竹




同
大井源兵衛門常治
（右記棟札標記の上に紙を添付して左記の記述あり）


下千両村

祢宜　大井忠三郎政重

文政十三庚寅閏三月二十六日
願主　大井源兵衛門常□






庄屋　宇野四郎左衛門正春

（バン））奉上葺犬頭宮一宇威光倍増攸
組頭　大井藤九郎正通






百姓代大井五左衛門正利


遷宮師財賀寺住侶昶光

年寄　大井九郎左衛門□政






　　　大井五左衛門正標






　　　大井源三郎政幸
【昶雅祥雲房加行】（Ｃ‐15‐202）

一文政十二年己丑昶雅祥雲房加行十月二日結願ニ付同六日昼四ツ時村方庄屋組頭惣百姓江祝儀之多め糯二ツ酒三献肴三ツニ而給させ皆々恐悦之多め登山致シ相済万事永範房之時通リニ而村方祝儀物も□事也雲谷坂津長仙寺田原江餅酒一升ツヽ遣シ申候
【山林に松杉苗植込のこと】（Ｃ‐15‐203）

一同年正月村中吉左衛門始山林之内凡拾八町歩□□□□松杉苗植込格別之□□以落葉運上ヲ□之□ヘ同年より除之遣ス
【諸条取次所の覚え】（Ｃ‐15‐204）

一江州坂田郡堀田豊前守殿御門
松林太郎蔵





同　唯右衛門養子


右諸条取次所


江州大津八町　近江屋藤助

一勢州法田村長楽寺


右諸条届所

　勢州松坂本町　山城屋市右衛門殿

此壱封毎度御面倒ニ御座候得共幸便ニ早速無間違御届被下候様頼入存候
（以下裏表紙の以下の記述に続くと思われる）

○大坂南久太郎町二丁目

高野飛脚


紙屋六兵衛

○京都高野飛脚屋

綾小路通高倉西江入所
茶屋五兵衛

○法類京都六角通高倉西江入所
□屋忠兵衛

【御朱印御改の節の書類の覚え】（Ｃ‐15‐205）

（挿入Ⅲ開始、原本は順序の入れ替えがある模様）

出府之節赤坂江差出書附之扣


口上之覚

去十二月御達ニ御座候

御朱印御改ニ付当五月ニ出府仕候此段御届申上候以上






財賀村


戌四月朔日



財賀寺印


赤坂



御役所

右之通リ朔日に赤坂郷宿作衛門迠使僧参リ處ニ作左衛門役所江持参相済使僧者役所ヘ不罷出相済候

去四月書状到来尋ニ付如此先年之記録ニ相見候ニ付左之通リ書付差出ス


覚

去天明七年九月御朱印御改ニ付写之儀寺社御奉行松平和泉守殿江納候以上






三州宝飯郡財賀村






古義真言宗　財賀寺


高百六拾壱石餘

大御所様
御朱印

　寛政二庚戌二月

御代官山田茂左衛門殿之節於中泉御役所頂戴仕候右之通相違無御座候以上






財賀寺


閏四月日



役僧　役僧留守中相用候印○


赤坂





是ニ而相すム


御役所

閏四月赤坂ヨリ三日ニ書状来

外ニ御朱印写し大御所様斗リ壱通乍添出す閏四月五日ニ差出也役僧判之義江戸表江出府ニ付役僧留守中相用候様申付置候と断外判ニ而相済


覚

御朱印御改之儀於牧野備前守様御宅首尾能相済当三日ニ帰寺仕候此段御届申上候以上


戌六月五日


財賀村


赤坂御役所



財賀寺印


右之通リ届相済

【赤坂陣屋役人交代挨拶状、国役金上納の指示】（Ｃ‐15‐206）

戌十月五日御油宿□ヘリ人足持来ル書状之写左之通リ

以剪紙致啓上候弥御堅固被成御勤珍重奉存候然者此度信助儀遠三州支配被仰付候ニ付去月廿九日平園熊太郎殿ヨリ郷村陣屋共請取赤坂陣屋拙者共詰合申候右ニ付以来御用向等拙者共ヨリ可及御□合候右為御知旁可得御意如此御座候以上






浅山芳次郎


十月四日


園部弾次郎






服部惣八郎






坂従志賀助


財賀寺



御役僧中

追而去酉川々国役金当戌御納可被成分高百石ニ付銀廿九匁宛之積を以早々御納可成候

上包紙半紙　名当左之通リ

財賀村



小笠原信助手代

財賀寺

　

坂従嘉賀助


御役僧中


服部惣八郎






同人手附　園部弾次郎






同人手代　浅山芳次郎


右戌十月五日御油宿ヨリ持参

【長草村熊野三所大権現遷宮棟札】（Ｃ‐15‐207）
長草村牛頭天王小宮二ケ所棟札之覚


天保十己亥年
遷宮師財賀寺内

（キリク）奉遷宮熊野三所大権現社一宇郷中安全守護攸


四月廿三日
義覚真順房

右裏






鍵預
林久右衛門

（ボロン）三州宝飯郡長草村

庄屋
小林治三良







惣氏子中

【長草村八幡宮遷宮棟札】（Ｃ‐15‐208）


天保十己亥年

遷宮師財賀寺内
（キリク）奉遷宮八幡宮社一宇郷中繁昌守護攸


四月廿三日

義覚真順房

裏書




鍵預
林久右衛門

（ボロン）三州宝飯郡長草村

庄屋
小林治三良







惣氏子中

【長草村牛頭天王社修理棟札】（Ｃ‐15‐209）


遷宮師陀羅尼山


鍵預
林久右衛門


財賀寺住侶義覚真順

願主
惣氏子


天保十己亥年

（バイ）奉修理牛頭天王社一宇天下泰平社頭安全村中繁昌氏子息災敬白


卯月二十三日


庄屋
小林次三郎

裏書


三州宝飯郡長草村

領主新城


菅沼織部正殿








林忠兵衛




去戌年迠
庄屋世話人
世話人
小林次右衛門





組頭
片岡半次良
同
同　彦四良





百姓代
小林弥四良
同
同　七蔵



大工当国牛久保村岡田門人




棟梁宮大工職当村





樽井村
林善吉正道






小林林蔵





財賀村
細井市作





当村
小林忠蔵





葺師桜町鈴木清兵衛

【長草村牛頭天王社上葺棟札】（Ｃ‐15‐210）

遷宮師陀羅尼山財賀寺法印昶如





伴侶
門谷寺昶覚






教宣房昶宿



祢宜
林喜太夫藤原清綱


明和四年丁亥年


惣氏子願主

奉上葺牛頭天王社一宇天下太平社頭安全村中繁昌氏子息災敬白


二月二十九日
庄屋
小林次右衛門

裏書ニ

領主


新城菅沼織部正殿




三州宝飯郡長草村





祢宜
林喜太夫藤原清綱





右
同名忠兵衛山田氏






徳左衛門
次良太夫
兵右衛門





左
庄左衛門
新五右衛門
次右衛門






次良右衛門
市右衛門
重右衛門




葺師牛久保
浅岡勝右衛門

【嵯峨御所御潅頂】（Ｃ‐15‐211）

天保年中嵯峨御所御潅頂ニ付御勧物江戸在番所ヨリ御触ニ付金壱両献候赤岩普門寺三ケ寺同様ニ御座候天保九戊戌年八月在番所江差出候處同十一庚子年二月中宇利村冨賀寺到来有之候嵯峨御所ヨリミの紙包壱封　上書左之通リ


嵯峨御所

三州財賀村

井関兵部卿


財賀寺





御房
野路井近江守





文言

杉原紙書状一通





猶以交名一包致送達候已上

一翰致啓述候□先般当御所就

勅会御潅頂御助勢之儀御頼被仰入候處金壱両被献之則及披露候金被抽御懇誠御荷擔有之候故右御大礼無御滞被為遂御修行候儀与御怡悦思召候此段宜申入之旨候恐々謹言






野路井近江守　孝誼花押






勢多筑前守　元隣書判






林石見守　康朗同断






野路井刑部卿　盛彰同断






井関兵部卿　性栄書判


財賀寺御房

　外ニ板行壱包　上書左之通リ

天保九年戊戌九月廿三日

嵯峨御所

勅会伝法御潅頂

　誦経表白文

　嘆徳御同答文

　公卿殿上人交名

　職衆交名

右四枚壱包板行之別ニ有為後来記置之

〆

【宗門、鉄砲改め】（Ｃ‐15‐212）

天保十一年子年御触御座候ニ付安永年中任記録ニ宗旨帳七年目御改ニ付鉄炮証文共ニ一緒ニ左之通リ相認差出申候

一先達而御触御座候御裁許裏書絵図并下書御裁許証文等之義当寺并村方ニ茂無御座候右之段御断申上候以上






三州宝飯郡

天保十一年子七月

財賀寺


両御在番所



御役僧中

【中泉にて御朱印頂戴】（Ｃ‐15‐213）

天保十二年丑六月七日赤坂宿庄左衛門代善平ヨリ以飛脚申来候

中泉御役所ヨリ白木御状箱壱つ箱上書ニ財賀寺小信助


本紙文言之写

御朱印相渡候間如先例請書相認来ル十三日十四日之□□□□江可被罷出

（後欠）

赤坂宿庄左衛門代官善平ヨリ書状到来

以切紙啓上仕候各様御揃御壮健ニ御座被成奉賀候然者今般中泉於御役所ニ御朱印御渡シニ付当御役所ヨリ御掛合出候間以飛脚差上申候御落手可被下候扨又中泉御出張之義同所帰宿井筒屋平三郎方江御向御出張被下候様仕度此段奉希候以上

六月七日


赤坂庄左衛門代善平



御役僧中様
天保十二年辛丑六月七日中泉小笠原信助殿ヨリ白木状箱入壱通入文言別ニ有之今般御朱印御渡シニ付上下五人伴僧探善庄屋病気ニ付代組頭八左衛門草履取壱人両掛壱人都合五人同月十一日朝明六ツ時出立浜松宿帯屋ニ一宿翌十二日早朝出立中泉江四ツ時頃着井筒屋平三郎方江落着是ハ赤坂宿桜屋庄左衛門ヨリ依頼罷越候翌十三日四ツ時上刻ニ御朱印頂戴首尾能相済直ニ請書差出シ申候文言左ニ有之候夫ヨリ門外迄出直ニ罷帰リ御玄関ニ而只今御朱印頂戴首尾能相済難有奉存候為御礼参上仕候以上
右之通手札ニ茂相認差出相済夫ヨリ旅宿江帰リ候處亭主申候ハ御手代衆門番迄少々菓子料差出候様申ニ付此方ヨリ者先規御礼等聊茂不差出旨申候得共□此度先日ヨリ御頂戴之寺社方皆々少々宛目録差出シ候趣申スニ付拙寺ヨリ茂各七人程江金三分弐朱包持参毛つとも役柄ニ与リこうお津ハ有之伴僧御宅廻リいたし其節持参御礼等相済事ニ候九ツ時出立又浜松帯屋ニ一宿翌十四日暮六ツ時帰寺申候以上
此度者御触ニ茂無之候得共任先年之記録庄屋組頭印形入用かと存召つれ候得共今度者何之御沙汰茂無之入用ニ茂無御座候とか具書記置候得共相考時之見合ニ可被致候以上

一御朱印包紙大草太郎左衛門道中ニ而少々寿連出来候趣御断申候と云

御請書之事

右者当

御代

御朱印壱通被成御渡難有頂戴奉請取候尤墨付穢目無之相改候處相違無御座候依而御請書如件






三州宝飯郡財賀村


天保十二年丑六月


財賀寺判


小笠原信助殿

【大崎村山王大権現新建立棟札】（Ｃ‐15‐214）


大崎村棟札之控


宝永四年


願主
祢宜
戸苅三良此所不知








戸苅勘右衛門

奉新建立山王大権現社内一宇


丁亥五月十五日


財賀寺勧学頼祐入

裏ニ

三州宝飯郡大崎村惣氏子

【大崎村稲荷大明神社造作棟札】（Ｃ‐15‐215）


安永四乙未稔


祢宜
戸苅金左衛門

奉造作稲荷大明神社一宇棟札


閏十二月吉日

遷宮沙門






大越家
妙寿院

裏ニ





大岡越前守領分
庄屋
渡部七郎兵衛





松平要人御知行所庄屋
戸苅重郎兵衛

天下泰平国土安全

菅沼織部正御知行所
〃　庄右衛門






大工□金谷村
中尾平七






三州宝飯郡大崎村惣氏子敬白
（挿入Ⅲ終了）
（挿入Ⅳ開始）
【千艸郷護穀大明神社棟札】（Ｃ‐15‐216）


天明六丙午年


祢宜
戸苅金左衛門

奉尊重護穀大明神社一宇棟札

庄屋
成瀬彦太夫


八月吉祥日


庄屋
戸苅重郎兵衛






庄屋
〃　庄太夫






遷宮師
妙寿院

裏ニ






大工本野村星野清七郎
三州宝飯郡免渡庄千艸郷



大崎村







六角村
惣氏子

【大崎村稲荷大明神社造立棟札】（Ｃ‐15‐217）






財賀寺住侶


天保十三壬寅歳

遷宮師

義覚真順房

奉造立稲荷大明神社一宇氏子安全如意攸


三月吉祥日

祢宜
戸苅勘右衛門

裏ニ

棟札

三州宝飯郡免渡庄大嵜村





庄屋
戸苅友蔵





〃
中根吉三郎





〃
山口清右衛門





〃
小沢豊治郎




長草村

林善吉正道




樽井村

小林林蔵




大木村

喜代七

【大崎村山王大権現造立棟札】（Ｃ‐15‐218）





財賀寺住侶

天保十三壬寅

遷宮師
義覚真順房

奉造立山王大権現一宇


三月吉祥日

祢宜
戸苅勘右衛門
裏ニ
三州宝飯郡免渡庄大嵜村

棟札



庄屋
戸苅友蔵





〃
中根吉三郎





〃
山口清右衛門






小沢豊治郎




長草村

林善吉正道



大工
樽井村

林林蔵




大木村

　喜代七

【大崎村護穀大妙神社棟札】（Ｃ‐15‐219）


天保十三壬寅歳

財賀寺住侶





義覚真順房

奉尊重護穀大妙神社一宇如意祈攸


三月吉祥日

祢宜
戸苅勘右衛門

裏ニ
三州宝飯郡免庄大嵜村

棟札



庄屋
戸苅友蔵





〃
中根吉三郎





〃
山口清右衛門






小沢豊次郎




長草村

林善吉正道



大工
樽井村

林林蔵




大木村

　喜代七

【大崎村伊雑皇太神宮造立棟札】（Ｃ‐15‐220）

表
願我生々見諸仏
世々恒聞深妙典

（ウン）奉造立伊雑皇太神宮一宇郷中安全五穀豊饒祈攸


恒修不退菩薩行
疾証無上大菩提□

裏
天保十三壬寅

遷宮師財賀寺住侶義覚真順房

当社者迎於列礒部庄伊雑皇太神宮之御祓奉納土俗祭之而唱号御秋金

三月吉祥日

祢宜
戸苅勘右衛門

【川々御普請国役金上納の指示】（Ｃ‐15‐221）

以剪紙致啓上候然者去丑年川々御普請国役金当寅上納可致分別紙之通被仰渡候間写壱冊差進申候来月下旬過之内右金御納有之候様存候右可得御意如斯ニ御座候以上

但し高百石ニ付銀弐拾九匁九分宛


九月廿六日


山口順蔵



財賀寺




御役僧中

【御年礼御断したこと】（Ｃ‐15‐222）


卯年

天保十四年癸卯正月七年目御年礼年ニ相当申候處病気ニ付御断書差出正月二日□立同九日無滞相済諸事昶厳法印之代記録之通　書并目録相済役僧江口上書出ス返書等者不来受取書等　到来
【鴻巣勝願寺勧化金のこと】（Ｃ‐15‐223）

　鴻巣勝願寺御免勧化取集村方ヨリ五百文金弐朱ニ致し卯三月八日赤坂御役所ヘ差出ス則元〆山口順蔵殿受取書被下候

【天ニ白光リ現れる】（Ｃ‐15‐224）

　二月五日夜ヨリ出候由暮六ツ三四分時ヨリ西ノ方ニ□□□見ヘ候天ニ白光リ本ハ濃末ハ薄くきゑ候ひかり五ツ時ニハ消申候三月ニ入てハ自然与無之候
【財賀寺本末記録の提出】（Ｃ‐15‐225）

高野山学侶江戸在番所本末以上記録写天保十四癸卯六月大福寺法印快雅門中為惣代参府之節内伺写之事


財賀寺


塔司一宇

福泉坊


末寺


門谷寺

【橋尾村小林忠兵衛灯明料金壱両奉納】（Ｃ‐15‐226）

弘化二年巳十月朔日橋尾村小林忠兵衛来リ不動明王江灯明料金壱両奉納ス護摩堂出来之上三ツ具足求□節差加へ候様申渡置尤出来之節名前彫置可申事
【当国三十三所一統開帳】（Ｃ‐15‐227）

弘化四年丁未二月十八日より三月十八日迄当国三十三所一統開帳之義弘誓講中ヨリ願ニ付三十日之間本尊開扉い多し無滞相済申候去文化十二年亥春開帳并天保二年卯春中開帳右両度茂弘誓講中願ニ付開帳い多し候願主有之開帳ニ候得バ文化天保之任例ニ赤坂御役所江届等不致開帳札之義茂仁王門前斗壱枚立申候近村江仏餉袋夜灯帳等出し相応繁昌ニ而賑々敷事ニ候右為後々誌置者也

弘化四年丁未三月

一仏餉袋


弐千五百袋

一夜灯帳


四百冊

右之通用意い多し近村廻村披露申候為後誌置申候尤寺々之振合ニ随ひ用意有之度事ニ候以上

【東照大権現宝殿上葺棟札】（Ｃ‐15‐227）

奉上葺東照大権現宝殿倍増威光祈攸

裏

弘化四年丁未夏四月吉日





陀羅尼山財賀寺






現住法印義英上人






衆僧
探善







真順






大工当国嵩山村







後藤源蔵






　　保教

【本尊開帳】（Ｃ‐15‐227）


口上書
本尊開帳来ル巳年三拾三年目ニ相当リ三月十日ヨリ四月十日迠致開帳候間御役所近所之儀ニ御座候得者此段依先例御届申上候以上


安政三丙辰十月



財賀寺








役僧印


赤坂


御役所

右本開帳之義先例旧記茂有之ニ付赤坂役所江以使僧十月四日郷宿作左衛門江参リ案内為致役所江罷出右開帳之趣口上ニ而相届候處開帳等之義者不成容易義杯申候得共者先例申立候故左候ハヽ以口上書御届可被成様申ニ付立帰リ右書付相認メ同八日以使僧差出し候處早速請取聞届ニ相成候間此段為後代鳥渡記置者也
開帳立札之義九月中ニ相立度存居候處彼是札出来延引ニ相成漸ク十月下旬ヨリ霜月上旬ニ立終候右場處岡崎御油吉田西郡豊川新城仁王門右七ケ所なり
【御朱印取調のため出張したい】（Ｃ‐15‐228）

辰十月廿日

以剪紙致啓上候然者御朱印被下候寺社取調天保夏御渡之処をも取調可申上旨寺社奉行衆被仰渡候之間先例其外御取調御壱人早々御出張有之候様致し度存候右可得御意如此御座候以上

十月廿日



佐藤丈助


財賀寺



御役僧中

【御朱印取調への回答】（Ｃ‐15‐228）

十月廿二日


覚

去天保九年戌五月御朱印御改ニ付写之儀牧備前守殿江納候以上






三州宝飯郡財賀村






古義真言宗


高百六拾壱石餘



財賀寺

慎徳院様


御朱印

天保十二年丑六月御代官小笠原信助殿之節於中泉御役所頂戴仕候右之通相違無御座候以上

安政三年丙辰十月


財賀寺印


御役所

右書附以使僧差出し候

（差込　部分終了）

【雨風不順にて村方極困窮】（Ｃ‐15‐229）

天保七丙申年春中も度々雨繁く四月ヨリ秋之末頃迄折々雨繁麦作ヨリ違畑諸作田方茂出来方不宜尤雲蚊ハ左程も不付候得共殊之外違作又候八月十三日大風吹申候是ハ遠州三州斗リ西者岡崎辺迠之当寺領も田方引
一
一畑引現米ニ而七俵弐斗

村方極困窮之者廿弐軒書出し候江米五俵救ひ遣し其上ニも願出七俵米ヲ来酉年出来迠貸し申候翌酉春又難義之趣願出去年大風ニ而倒候峠通リ之松木遣ス代金壱両余与申事ニ有之候
穀直段拾両ニ拾俵位夫ヨリ戌夏者壱升代弐百六七拾文ニも相成申候大豆百四十文余つきハ麦米ヨリ一升代高く相成稗壱升百文少々余余□□代壱両ニ付十四五斤燈油其外油類も甚高直ニ候大都天明六七未之春之恰好夫ヨリ諸色少く高直御座候
丁酉年も中大風三度吹七八分位の年柄也銭相ハ酉春ハ五〆余夫追々下リ暮方ニハ七貫弐百文位
申年八月ヨリ諸方ニそう動等有之かま飛須し
（挿入Ⅳ終了）
（挿入Ⅴ開始）

【宝篋印塔供養】（Ｃ‐15‐230）

例年四月朔日

宝篋印塔供養
供物三升ツキ小餅ニ取リ二〆三宝ソナヘ御精進一膳勤行終リ参詣之者共江供物壱ツ宛遣べし

【田植定】（Ｃ‐15‐231）

田植定

人足

一男三人女四人


内壱人飯煮也
一馬壱疋


右馬江大豆壱升粆糖三升遣ス尤前夜ニ庄屋方迄遣置

朝飯

一米五升麦三升大角豆又ハ小豆ニ而も壱升入右ヲ煮朝飯として回向江遣ス汁相済□壱升煙草代銭壱人前ニ四文宛遣ス
昼飯

一米三升煮回向ヘ遣ス尤
梅干飯香能物ニ而も相添ヘ

代掻馬之義者荒代植代両度之飼料遣シ物同用也

以上

相済晩方上下一菜ニ而□□出候尤庄屋召寄出来合握青作も飲セ申候右者先規以形合テ嘉永元年仲夏改記置者也
【文政年中ヨリ田植人足】（Ｃ‐15‐232）
文政年中ヨリ田植人足
一男三人女四人


内壱人免したき

一馬壱疋


右馬江大豆壱升古ぬか三升前夜ニ庄屋方ヘ遣

一米五升麦三升大角豆壱升朝□う□ヘ遣汁出右へ酒壱升遣

一小中飯米三升とふも遣ス莨四文粉壱ヅヽ

（挿入Ⅴ終了）







































